
報告事項 
報告事項 1 
協議会議長 澤 辰水 

一般社団法人日本ライオンズ執行理事会・理事会・社員総会 報告 

【一社日 L】第 7回理事会議事録（2024/01/19開催） ·············································· 未着 
【一社日 L】第 8回理事会議事録（2024/02/26開催） ·············································· 未着 
【一社日 L】第 9回理事会   （2024/03/19開催） 
【一社日 L】第 3回社員総会  （2024/03/19開催） 

報告事項 2 
一般社団法人日本ライオンズ副理事長 池原 堅 

 2024～2025年度（メキシコ大会）国際理事推薦候補者について 
【第 1回国際理事候補者資格審査委員会（2023/08/09開催）議事録より抜粋】 
MD334 L仁科 良三の推薦書を確認の結果、資格審査が承認され、日本ライオンズ推薦 
候補者に決定した。 

【一社日 L】第 1回国際理事候補者資格審査委員会議事録（2023/8/9開催） ········· P6～7 
複合地区と地区年次大会 大会誌への掲載依頼状 ······················································ P8 
複合地区と地区年次大会 大会誌への掲載依頼状（補足） ······································· P9 
L 仁科 良三 所信 ·········································································································· P10 
L 仁科 良三 経歴 ·········································································································· P11 

第62回OSEALフォーラム（札幌）支援協力について 
① 協力金：会員一人当たり 2,000円
② いつ現在の在籍会員数か？⇒2024年7月1日現在の在籍正会員を対象とする

子会員（二人目以降の家族会員）、学生会員、支部会員を除く
③ いつまでにとりまとめて送金するか？

⇒理事会で配布された文書中では 2024年６月までにとりまとめとなっておりますが、
札幌フォーラム委員会へ確認したところ、最終的に 2024年 12月までにおとりまとめ
頂きたいとの要望がございます。

一般社団法人日本ライオンズからの支援協力依頼状 ················································ P12 

報告事項 3 
複合地区年次大会委員長 勝本 竜一 

第 70回複合地区年次大会下関ホスト事務局会計残高証明書について 
1/25第 3回ガバナー協議会にて複合地区上半期（2023年７月～2023年 12月）会計監査 
報告を実施、その際、岡村元議長（社団監事）より、大会ホスト事務局口座（西京銀行）に 
ついて、残高証明書を添付するようにとの話があった。 
残高証明書 ··················································································································· P13 

報告事項 4 
LCIFコーディネーター 高岡 英治 

LCIF進捗状況について 
2024年 2月 21日(水) 午後 2時 45分～午後 4時 15分 
MD336/MD337 第 3回 LCIF 開発会議 (ZOOM) 
議 題  

1．進捗状況
2．2月の LCIF 活動を振り返って
3．能登半島地震支援の取り組みアップデート
4．年次大会準備、5月 21日 FVDG/DGE研修、LCIF日本写真コンテストへのご協力の

お願い、2021年～2022年 LCIF年次報告書のクラブ送付などのお知らせ 
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能登半島地震支援指定寄付（2/19現在速報値） ····················································· P14 
地区年次大会等の行事における LCIF表彰の準備について ····································· P15 
第 3回 LCIF開発会議出席者名簿 ·············································································· P16 
FY23-24前期 LCIF表彰案内 ····················································································· P17 
LCIF表彰早わかり表 ·································································································· P 当日資料 A3 
LCIF日本写真コンテスト募集要項 ············································································ P18～19 
LCIF寄付一覧表 2月分（2/19現在速報値） ··························································· P20 
LCIF寄付一覧表 2月分（○/○現在速報値） ·························································· 当日資料 

報告事項 5 
GMA世話人 真鍋  隆 

国際本部集計クラブ数・会員数（2月末現在） ························································· P21 

報告事項 6 
GMT・GMAコーディネーター 池原 堅 

336複合地区地区健康診断レポート(2月末現在) ······················································ P22 

複合地区最終確認および次年度の引継ぎ会議開催について 
次年度引継ぎ会開催のお願い（2/29 GATJapanからの配信メールより） ············· P23 

ミッション 1.5ピン配布について
ミッション 1.5ピン配布についての案内 ···································································· P24

報告事項 7 
SCP・FWTコーディネーター 鵜飼 惠美 

2月度会員増強報告 ······································································································ P25 

報告事項 8 
会則および付則運営マニュアル編集委員会委員長 松岡 諒 

複合地区・地区年次大会への議案上程と承認決議依頼箇所について 
※ライオンズ必携新旧会則対照表を基に説明

【第 1号議案（MD336大会提出議案 日本ライオンズ上程議案部分 協議事項 P6）】
ライオンズ必携 61版改定 複合地区会則 ···················································· 協議事項 P10～24

【第 2号議案（MD336大会提出議案 日本ライオンズ上程議案部分 協議事項 P6）】 
ライオンズ必携 61版改定 国際理事候補者資格審査委員会規則 ·············· 協議事項 P25～26

【一社日 L】第 6回委員会議事録（2024/01/22開催）··········································· P26～32 
【MD336】 第 4回委員会議事録（2024/01/23開催） ··········································· P33 
【一社日 L】第 7回委員会議事録（2024/02/22開催）··········································· P34～39 

報告事項 9 
アラート委員会委員長 西尾 愼一 

「全国アラートフォーラム in 岡山」について 
開催日 ：2024年 2月 3日（土） 
出席者数：フォーラム 496名 懇親会 299名 

【一社日 L】第 3回委員会議事録（2023/11/13開催）··········································· P40～48 
【一社日 L】第 4 回委員会第 1 回能登地震支援対策本部会議議事録（2024/01/22 開催） ···· P49～52 
【一社日 L】第 2回緊急委員会議事録（2024/02/15開催）未着 
【一社日 L】第 5回委員会議事録（2024/03/11開催）未着 
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報告事項 10 
青少年・ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会委員長 春木 扶佐子 

ライオンズクエスト普及活動及び今後の活動予定について

ライオンズクエスト活動予定と LCIF交付金の進捗状況
① ３３６－A地区

ライオンズクエスト交付金報告書 提出
報告対象期間：２０２１年７月～２０２３年８月
ＬＣＩＦ交付金の金額：US$ 11，700 (1､592,343円)
ライオンズクエスト交付金申請書 提出
申請日：２０２４年１月３１日 申請金額：US$ 11，300
事業実施計画：ワークショップ４回・セミナー２回
ワークショップ 高知市・土佐市・鳴門市・高松市（対象：学校関係者）
セミナー   学校関係者・ライオンズメンバー 対象 

② ３３６－Ｂ地区 進展なし

③ ３３６－Ｃ地区
福山市内私立３校でワークショップ開催予定 ７月２５日・２６日
広島市の小・中学校でワークショップ開催予定
三原市など、コロナ渦でワークショップが止まっている教育委員会へ再開の働きかけを
行っている

④ ３３６－Ｄ地区
メンバー対象の１日ワークショップ ２０２４年６月１５日（山口市）１６日（大田市）
開催予定
ＬＣＩＦ交付金申請に向けて対象校のリストアップを行い、準備をしている

委員会開催 
・第 2回委員会 2月 21（水）ｗｅｂ開催 12:30~14:30 ※議事録参照
出席者：澤協議会議長・三口担当地区ガバナー・担当委員長・副委員長・準地区の４委員長

青少年育成支援フォーラム馬渕事務局長
準地区４人の委員長にライオンズクエストの普及活動報告と LCIF 交付金の進捗状況を報告
いただいた。
青少年育成支援フォーラム（JIYD)馬渕事務局長によるライオンズクエストについて講演をい
ただいた。※資料参照

その他 
・一般社団法人日本ライオンズより委員会名の件でアンケート調査があった。

今後の予定
・３３６－A地区 3月３１日（日）香川県高松市でメンバー対象の１日ワークショップを開催
・薬物乱用防止活動とライオンズクエスト普及活動を連携して活動を提案する
・第３回委員会を 5月に開催予定

【MD336】第 2回委員会議事録（2024/02/21開催） ················································ P53～56 
JIYD 馬渕事務局長講演資料 ··························································································· P57～66 

報告事項 11 
YCE・国際関係・レオ・平和ポスター委員会委員長 蔵本 守雄 

【一社日 L】第 4回委員会議事録（2024/01/16開催） ·············································· P67～71 
【MD336】第 4回委員会議事録（2024/02/24開催） ················································ P72 

2024-2025年度ポスターコンテストについて 
※2024年 11月 20日（水）迄に複合事務局宛で各地区より 1点をお送りください。

12月上旬に複合地区にて最終審査会を実施し、1点を国際協会へ提出いたします。
なお、最優秀賞として国際協会へ提出された作品につきましては返却されません。

オセアル調整事務局からの案内（2/9配信） ···························································· P73
概要 ································································································································ P74～76
委員長ガイド ················································································································· P77～81
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報告事項 12 
環境保全・保健福祉・献血・献眼・視聴覚委員会委員長 田中 秀幸 

【A 地区井出委員長からの報
告】 今期反省等 
① 委員長として国際大会で情報を取得すべくセミナーをたくさん受けてきました。

その中で環境保全に関するもので「マイクロプラスチックの害」と題して 30人ほどが座れる
小さなセミナーが行われていました。そこで講演されていたのが「Dr. Nancy Messmer」でこ
の方がアメリカでこの件を訴えて、その後国連に働きかけて現在の世界的な運動になったと
いうことです。そばにいた元ガバナーの方が説明してくれて名刺もいただきました。この Dr.
Nancy Messmerはライオンズメンバーです。つまりこの運動はライオンズが広めたという事
です。

② 期の初めの地区役員・委員研修の際に環境セミナー的な話をさせて頂いて、子や孫の世代が生
きていける環境を残すのは我々に課された義務だと訴えました。その手始めに「紙の使用量削
減」を今期方針に掲げ、無駄を省くという意識を植え付けるよう努力しました。

③ 「不要眼鏡のリサイクル」を方針に掲げ、不要眼鏡のリサイクル、リユースが SDGs にも合
致しており推進しました。年次大会でその収集した不要眼鏡を回収する箱を用意して、そこへ
入れて頂く予定です。目に見える成果を確認し、地区の奉仕の成功を称えあいたいと思います。
これはよく国際大会で行われている事です。

④ 年次大会の際にアクティビティーとして大会会場近くの公園清掃を行います。年次大会に参
加するだけではなくてアクティビティーに参加することも目的として頂いて、参加意識の向
上を目指します。

⑤ 8 月初めの広島での日赤の血液センター研修は素晴らしい研修でした。大変勉強になりまし
た。

⑥ 第三回委員会は Zoomで行いました。
⑦ 献血セミナーは 2R、香川県、高知県で行われた大会に参加させて頂きました。
⑧ 若年層（20～30代）献血者の減少や、骨髄移植ドナーが少ない原因はどちらも「重要性の理

解が不足している」と考え、教育の為の簡単なスライドを作成し、各クラブが取り組んでいる
薬物乱用防止教室スライドに入れてもらうよう配布する予定です。

⑨ 複合の役員連絡会議の内容は大変分かりにくいものでした。日本の衰退の原因である社会の
効率が悪い一端はこの会議の非効率にあると思います。内容を簡単な図解等でプレゼンをし
て頂ければ分かる問題だと思いますので、パワーポイント、Zoom を多用し、効率化を図って、
良いアイデアを持ち寄ってより良いものを目指していく必要があると思います。   以上

【D 地区高島委員長からの報告】 
前回のガバナー協議会以降、表に出るような活動はありません。 

今後は次期委員長、副委員長への申し送りと各県の移植医療財団や血液センターとの次年度に向け
た連絡調整が主な活動となる見込みです。 

研修会については財団との早めの調整が必要となりますので、できるだけ早く申し送りをしたいと
考えています。 

またこの２年を振り返って課題として見えてきたことがあります。 

一つは献眼登録者とその家族が角膜提供の意思を継続的に共有しておくことです。そのためには各
県の財団とも話し合う必要があるのではないかと思っています。 

二つ目は会員でも積極的に献血される方がおられますので、クラブ活動以外でも献血者数のカウン
トにつながるような方策を立てたいと感じました。

以上のことは次期委員長、副委員長への申し送り事項にしたいと考えておりますが、次期役員の意
向が最優先となりますので活動の助言としてもらえばよいと思っています。 

ライオンズクラブ献血推進の基本方針（2023-2024） ········································· P82
献血推進・協力実績 令和５年度（上期 2023/07-12） ········································ P83
献血推進・協力実績 令和５年度（下期 2024/01-02） ········································ P84
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報告事項 13 
長期計画委員会委員長 酒井 公一 

① 一連のパンフレット類の作成完了及び配布について
② 長期計画委員会の今後の活動方針報告について

報告事項 14 
ライオン誌日本語版委員会委員 上田 隆政 

【一社日 L】第 7回委員会議事録（2024/02/07開催）··········································· P85～87 
【一社日 L】第 8回委員会議事録（2024/03/04開催）··········································· P88～89 

報告事項 15 
国際大会委員長（日本ライオンズ国際大会委員会MD336担当委員） 徳永 修 

メルボルン国際大会 2024年 6月 21日（金）～25日（火）

MD336登録状況 3/21時点

登録パターン 人数 
現地参加登録 (近ツ―オフィシャルツアー申込) 10 
現地参加登録(近ツ―準オフィシャルツアー申込)※変則日程 21 
現地参加登録 (自己手配) (近ツーへ登録代行申込) 
※要別途@2,200登録代行手数料 35 

現地参加登録 (完全自己手配) 0 
現地参加なし 登録のみ (近ツ―へ登録代行申込) 
※要別途@2,200登録代行手数料 5 

現地参加なし 登録のみ (完全自己手配) 0 
計： 71 

【一社日 L】第 5回委員会議事録（2024/01/18開催） ·············································· P90～92 

その他報告事項 
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LIONS INTERNATIONAL 
ＯＦＦＩＣＥ ＯＦ ＤＩＳＴＲＩＣＴ ＧＯＶＥＲＮＯＲＳ’  ＣＯＵＮＣＩＬ ＭＵＬＴＩＰＬＥ ＤＩＳＴＲＩＣＴ ３３４ ＪＡＰＡＮ

Higashiyama Ｂｌｄｇ．６Ｆ， 2-43-12 Ｍｅｉｅｋｉ，Ｎａｋａｍｕｒａ－ｋｕ，Ｎａｇｏｙａ， 450-0002 Ｊａｐａｎ 
E-mail：lions334@lilac.ocn.ne.jp  Ｔｅｌ：052-581-0777  Ｆａｘ：052-581-0779

２０２４年 ２月 ６日 

３３６複合地区ガバナー協議会 

議 長  澤   辰 水 様 

ライオンズクラブ国際協会

３３４複合地区ガバナー協議会 

議  長   戸 祭 宏 樹 

３３４複合地区国際理事立候補者支援委員会 

委 員 長   山 邉 正 重 

複合区地区大会誌・地区大会誌への 

国際理事候補者経歴書・所信表明 掲載についてのお願い 

謹 啓 浅春の候、貴職におかれましてはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

当複合地区の L.仁科良三(３３４－Ｅ地区 長野みすずライオンズクラブ)の 2024～2026 年度国

際理事立候補にあたりましては、貴職並びに貴複合地区構成員各位の絶大なるご指導とご支援を賜

っておりますことに対し厚く御礼申し上げます。 

さて、仁科良三候補者は日本ライオンズの国際理事推薦委員会および理事会においても日本ライ

オンズの推薦を確認いただき、メルボルンでの国際大会に立候補する予定でありましたが、現状で

はオセアルでの日本の国際理事立候補者枠が無いため、2024～2025 年度のメキシコでの国際大会

に立候補する運びとなりました。 

しかしながら、会員の皆様に仁科良三候補者について周知いただきたいと存じますので、貴複合

地区並びに貴複合地区内各準地区におかれましては、来る年次大会開催の準備に就いておられるか

と存じますが、当該年次大会において発行されます複合地区年次大会誌並びに各準地区年次大会誌

に仁科良三候補者の経歴書と所信表明を掲載していただきますようお願い申し上げます。 

候補者のデータファイルを添付させていただきますので、貴複合地区内各地区ガバナーへもこの

旨ご伝達委いただきますよう重ねてお願いいたします。 

終りに、貴複合地区並びに構成準地区の益々のご発展と年次大会の成功を念じまして、お願いとさ

せていただきます。 

謹 白 

8-報告事項-



LIONS INTERNATIONAL 
ＯＦＦＩＣＥ ＯＦ ＤＩＳＴＲＩＣＴ ＧＯＶＥＲＮＯＲＳ’  ＣＯＵＮＣＩＬ ＭＵＬＴＩＰＬＥ ＤＩＳＴＲＩＣＴ ３３４ ＪＡＰＡＮ

Higashiyama Ｂｌｄｇ．６Ｆ， 2-43-12 Ｍｅｉｅｋｉ，Ｎａｋａｍｕｒａ－ｋｕ，Ｎａｇｏｙａ， 450-0002 Ｊａｐａｎ 
E-mail：lions334@lilac.ocn.ne.jp  Ｔｅｌ：052-581-0777  Ｆａｘ：052-581-0779

２０２４年 ２月１６日 

複合地区ガバナー協議会議長 各位 

ライオンズクラブ国際協会

３３４複合地区ガバナー協議会 

議  長   戸 祭 宏 樹 

複合区地区大会誌・地区大会誌への 

国際理事候補者経歴書・所信表明 掲載についてのお願いの補足 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。貴複合地区の一層の発展を心よりお祈

り申し上げます。 

さて、以前にお伝えさせていただいた、複合地区・地区年次大会記念誌への仁科良三国際理事候

補者の経歴書及び所信表明の掲載に関するお願いについて、いくつか補足させていただきたく存じ

ます。 

仁科良三候補者につきましては、2023年 8月 9日に開催された第 1回日本ライオンズ国際理事

候補者資格審査委員会において、添付の議事録にもございます通り、審査の結果、推薦を賜りまし

た。 

・オセアルのガイドラインに基づいた審査を行い、L.仁科良三の資格審査の承認を挙手にて確認

・7月 31日までに推薦要望書を提出した方が 1名おり、8月 10日には委員会を開催し、日本ラ

イオンズの推薦候補者として決定

また、この件は第 2回理事会でも報告されております。

これらの経緯を踏まえ、貴複合地区の皆様には、次の国際理事選挙に立候補する仁科候補者の経

歴と所信について広くご理解いただくため、可能であれば年次大会記念誌に掲載いただけますと幸

いです。ただし、これはあくまでもお願いの域を超えず、強制するものではございませんので、ご

判断は貴複合地区の方針にお任せいたします。 

仁科候補者の経歴と所信に対するご理解とご支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 

敬具 
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FY23-24 年次大会　LCIF表彰、ブース、ファンドレイジング活動計画および機材貸し出し申し込み
＜提出期限＞地区：2024年3月8日（金）、複合地区：2024年3月29日（金）　提出先：LCIFTokyo@lionsclubs.org

大会式典実施日は（一社）日本ライオンズより共有いただいた情報を掲載しています。ご確認をお願いします。
LCIF表彰については、別添の「2023-2024年度 前期LCIF表彰のご案内」も参考にご検討ください。
機材（写真は別シートを参照ください）貸し出しの手続きについては、現在、調整中です。今期はパイロット事業として本表にて貸し出し希望をお伺いし、活動内容、寄付目標額を参考に事務局で決めさせていただきます。
その他ごご要望がございましたらお書きください。マンパワーやリソースに限りがございますので十分に対応できない事もありますが、年次大会でのLCIF活動に必要とされている事務局支援について把握できましたら幸いです。

地区名 大会式典実施日 大会参加者数
LCIF表彰実施

の有無
LCIFブース設置

の有無
ブース活動内容

具体的に
ファンドレイジング活動

具体的に
ファンドレイジグによる

LCIFへの寄付目標額（円）
機材貸し出し希望

その他活動に必要な支
援のご要望

330-A 4月20日
330-B 4月20日
330-C 4月6日
331-A 5月12日
331-B 4月20日
331-C 4月26日
332-A 5月19日
332-B 5月19日
332-C 5月11日
332-D 5月12日
332-E 4月27日

332-F 5月12日

333-A 4月13日
333-B 4月21日
333-C 4月21日
333-D 4月20日
333-E 4月28日
334-A 4月28日
334-B 4月14日
334-C 4月21日
334-D 4月20日
334-E 4月27日
335-A 4月21日
335-B 4月13日
335-C 4月14日
335-D 4月14日
336-A 4月21日
336-B 4月27日
336-C 4月14日
336-D 4月21日
337-A 4月13日
337-B 4月13日
337-C 4月6日
337-D 4月13日
337-E 4月20日

MD330 5月20日
MD331 5月25日
MD332 5月26日
MD333 5月19日
MD334 5月26日
MD335 6月1日
MD336 6月2日
MD337 5月18日
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2023-2024年度第3回LCIF開発会議 MD336/MD337 出席者名簿

お名前 地区 役職名

L.山﨑 勝彦 336-A 地区ガバナー/LCIF地区コーディネーター

L.石井 淑雄 336-A 第１副地区ガバナー

L.吉村 政男 336-A 青少年/LCIF/ライオンズクエスト委員⾧

L.藤井 信英 336-B 地区ガバナー/LCIF地区コーディネーター/複合地区LCIFコーディネーター

L.上原 正樹 336-B 第一副地区ガバナー・LCIF副地区コーディネーター

L.畑中 隆之 336-B GST地区コーディネーター/LCIF委員⾧

L.三口 巖 336-C 地区ガバナー/LCIF地区コーディネーター

L.山崎  もとみ 336-D 地区ガバナー/LCIF地区コーディネーター

L.日下   眞二 336-D 地区LCIF副コーディネーター

L.中島 繁 336-D 地区LCIF副コーディネータ

L.新里 正雄 337-D MD337ガバナー協議会議⾧

L.中村 巧 337-A 地区ガバナー

L.矢野 進 337-A 第一副地区ガバナー/地区LCIFコーディネーター/LCIFアンバサダー

L.萬矢 勝保 337-A 地区GET副コーディネーター

L.岡部 史卓 337-A 地区LCIF/アラート委員⾧

L.下堂薗 一将 337-B 地区ガバナー/地区LCIFコーディネーター

L.武永 健治郎 337-B 第一副地区ガバナー

L.山﨑 裕司 337-B LCIF/国際関係/国際大会委員⾧

L.古賀 義行 337-C 地区ガバナー

L.為永 一夫 337-C 第一副地区ガバナー

L.内田 信介 337-C 地区LCIF国際協調大会参加委員⾧

L.宇都 要一 337-D 第一副地区ガバナー

L.金城 寛 337-D 地区LCIF副コーディネーター/沖縄RC

L.下園 雄治 337-D 地区LCIF委員⾧

L.伊藤 竜彦 337-E 地区ガバナー/LCIF地区コーディネータ

L.早田 勝之 337-E 地区LCIF副コーディネーター

主催者

L.松岡 勲 LCIFエリアリーダー（西日本）

L.橋本 充好 LCIF副エリアリーダー（MD336・MD337担当）

L.高岡 英治 MD336 複合地区LCIFコーディネーター

L.吉村 千鶴子 MD337 複合地区LCIFコーディネーター

L.二場 安之 MD337 複合地区LCIF副コーディネーター
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2023-2024年度 2月19日速報値－銀行振込入寄付ベース 2月ライオンズレート（１ドル=147.262497円）

地区 エリア : AL・SAL・MDC  CC・DG
1月までの

累計寄付額

2月19日

速報値
今期累計* 今期目標 達成率

企業寄付

件数

レガシー・ソサエティ

寄付誓約者数**
当月新会員 当月会員 子会員を除く 一人当り寄付額

330-A 東京 阿部 かな子 418,010 6,118 424,129 440,000 96.4% 6 1 222 5,177 4,119 102.97

330-B 神奈川・山梨・東京 石田 真一 402,334 60,902 463,236 500,000 92.6% 2 147 3,445 3,151 147.01

330-C 埼玉 田中 雄一 151,384 6,991 158,375 180,000 88.0% 8 1 70 1,632 1,450 109.22

MD330計 330MDC 阿久津  隆文 田中 雄一 971,729 74,011 1,045,740 1,120,000 93.4% 14 4 439 10,254 8,720 119.92

331-A 道央 設楽 幸子 273,384 40,668 314,052 250,000 125.6% 3 3 122 2,372 2,084 150.70

331-B 道北・道東 藤原 回向 85,659 4,080 89,740 150,000 59.8% 74 2,024 1,762 50.93

331-C 道南 渡部 義男 102,532 6,663 109,194 120,000 91.0% 96 1,515 1,280 85.31

MD331計 331MDC 及川 隆人 松浦 淳一 466,575 51,411 517,986 520,000 99.6% 3 3 292 5,911 5,126 101.05

332-A 青森 大矢 進 89,404 1,455 90,859 120,000 75.7% 96 2,035 1,703 53.35

332-B 岩手 髙橋 寛 74,424 2,000 76,424 90,000 84.9% 130 1,847 1,251 61.09

332-C 宮城 渡邊 俊弥 86,516 591 87,107 90,000 96.8% 67 1,539 1,196 72.83

332-D 福島 門馬 弘 114,662 5,594 120,256 120,000 100.2% 1 1 113 2,184 1,747 68.84

332-E 山形 西村 公夫 69,891 3,000 72,891 90,000 81.0% 79 1,540 1,293 56.37

332-F 秋田 石垣 勝康 23,332 0 23,332 70,000 33.3% 39 1,238 941 24.79

MD332計 332MDC 佐野 宏美 栗村 安弘 458,211 12,640 470,850 580,000 81.2% 1 1 524 10,383 8,131 57.91

333-A 新潟 鈴木 壽男 185,680 7,179 192,859 220,000 87.7% 108 2,681 2,459 78.43

333-B 栃木 後藤 一男 94,172 5,400 99,572 130,000 76.6% 44 1,413 1,035 96.20

333-C 千葉 北野 淳子 169,005 17,120 186,126 250,000 74.5% 135 2,699 2,357 78.97

333-D 群馬 福田 勝巳 116,697 7,048 123,746 150,000 82.5% 84 1,791 1,412 87.64

333-E 茨城 齊藤 正行 440,572 10,329 450,901 500,000 90.2% 3 168 3,990 2,933 153.73

MD333計 333MDC 中嶋  正昭 星野 勝美 1,006,126 47,077 1,053,203 1,250,000 84.3% 0 3 539 12,574 10,196 103.30

MD330・333計 330・333 SAL 石原 英司 1,977,856 121,088 2,098,943 2,370,000 88.6% 14 7 978 22,828 18,916 110.96

MD331・332計 331・332 SAL 谷岡 憲行 924,785 64,051 988,836 1,100,000 89.9% 4 4 816 16,294 13,257 74.59

東日本計 東日本AL 鶴嶋 浩二 2,902,641 185,138 3,087,780 3,470,000 89.0% 18 11 1,794 39,122 32,173 95.97

334-A 愛知 木野村 好己 824,329 33,512 857,841 1,100,000 78.0% 2 272 5,152 3,713 231.04

334-B 岐阜・三重 川嶋 富士雄 307,295 8,370 315,664 340,000 92.8% 1 147 3,536 2,620 120.48

334-C 静岡 前田 磨 312,816 1,000 313,816 300,000 104.6% 14 150 2,857 2,589 121.21

334-D 富山・石川・福井 小出 進 293,506 10,100 303,606 400,000 75.9% 1 159 4,387 3,295 92.14

334-E ⾧野 喜多 友一 242,706 6,150 248,855 260,000 95.7% 88 2,148 1,661 149.82

MD334計 334MDC 遠藤 紀夫 戸祭 宏樹  1,980,651 59,131 2,039,782 2,400,000 85.0% 14 4 816 18,080 13,878 146.98

335-A 兵庫東(神戸) 山中 健 144,577 10,891 155,468 200,000 77.7% 79 1,680 1,596 97.41

335-B 大阪・和歌山 西尾 良典 731,387 14,523 745,911 900,000 82.9% 9 283 6,325 4,879 152.88

335-C 滋賀・京都・奈良 山本 忍 588,752 16,647 605,399 550,000 110.1% 5 3 232 3,624 3,335 181.53

335-D 兵庫西(姫路) 廣田 晃一 227,733 26,272 254,005 200,000 127.0% 40 71 1,577 1,426 178.12

MD335計 335MDC 針田 一朗 中谷 豊重 1,702,452 68,333 1,770,785 1,850,000 95.7% 54 3 665 13,206 11,236 157.60

336-A 徳島・高知・香川・愛媛 山﨑 勝彦 428,459 17,655 446,114 400,000 111.5% 2 277 5,078 4,345 102.67

336-B 岡山・鳥取 藤井 信英 131,869 10,589 142,458 200,000 71.2% 123 2,391 2,198 64.81

336-C 広島 三口 巌 263,535 1,460 264,995 250,000 106.0% 145 2,821 2,526 104.91

336-D 山口・島根 山崎 もとみ 218,239 4,337 222,575 200,000 111.3% 120 2,614 2,509 88.71

MD336計 336MDC 高岡 英治 澤 辰水 1,042,102 34,040 1,076,142 1,050,000 102.5% 0 2 665 12,904 11,578 92.95

337-A 福岡・⾧崎 中村 巧 381,489 27,460 408,949 500,000 81.8% 2 3 218 4,512 3,749 109.08

337-B 大分・宮崎 下堂薗 一将 84,022 12,245 96,267 200,000 48.1% 114 2,177 1,927 49.96

337-C 佐賀・⾧崎 古賀 義行 161,463 55,027 216,490 230,000 94.1% 125 3,017 2,205 98.18

337-D 鹿児島・沖縄 新里 正雄 203,680 8,102 211,782 200,000 105.9% 1 94 2,095 1,841 115.04

337-E 熊本 伊藤 竜彦 79,592 8,369 87,961 150,000 58.6% 70 1,676 1,441 61.04

MD337計 337MDC 吉村 千鶴子 新里 正雄 910,246 111,203 1,021,449 1,280,000 79.8% 2 4 621 13,477 11,163 91.50

MD334・335計 334・335 SAL 夏 有民 3,683,103 127,464 3,810,567 4,250,000 89.7% 68 7 1,481 31,286 25,114 151.73

MD336・337計 336・337 SAL 橋本 充好 1,952,348 145,244 2,097,591 2,330,000 90.0% 2 6 1,286 26,381 22,763 92.15

西日本計 西日本AL 松岡 勲 5,635,451 272,708 5,908,158 6,580,000 89.8% 70 13 2,767 57,667 47,877 123.40

全日本合計 全日本AL 丸山 正芳 8,538,092 457,846 8,995,938 10,050,000 89.5% 88 24 4,561 96,789 80,050 112.38

*レガシー・ソサエティ寄付（遺贈寄付）誓約の生前贈与寄付１万ドルを実行された寄付者の寄付も含みます。

**レガシー・ソサエティ寄付を誓約された寄付者数です。誓約を実行された寄付の件数とは異なります。

2023-2024年度実績 会員動向（1月データ）、一人当たり寄付（速報値）
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差出人 : GATJapan
宛先 : 330複合地区ｶﾞﾊﾞﾅ－協議会事務局 (lions@md330.jp); md331@ruby.ocn.ne.jp; md332 ライオンズクラブ;

333複合地区ｶﾞﾊﾞﾅ-協議会事務局 (md333@nifty.com); 334複合地区ｶﾞﾊﾞﾅ-協議会事務局
(lions334@lilac.ocn.ne.jp); ガバナー協議会事務局 335複合地区; MD337 ライオンズ; MD336

件名 : ミッション1.5　複合地区最終確認および次年度の引継ぎ会議開催のお願い
日付 : 2024年2月29日 16:30:00
添付ファイル : image001.png
重要 : 高
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（2023-24 年度） 

第６回会則委員会会議 WEB 議事要録 

〇日 時：2024 年 1月 22 日（月）10：00～12：00 

〇会 場：ＷＥＢ会議 

〇出 席 者： 

◎一般社団法人日本ライオンズ

・理事長

田名部 智之（八戸 LC） 

・委員長（MD333 前協議会議長）

松本 宰史（南房総 LC） 

・副委員長（MD336 協議会議長）

中谷 豊重（岸和田ＬＣ） 

・専務理事

増澤 義治（諏訪湖 LC） 

◎各複合地区会則委員

・330 複合地区

細川 孝雄（東京赤坂 LC） 

・331 複合地区

馬場 哲也（函館東 LC） 

・332 複合地区

荒川 友成（郡山西 LC） 

・333 複合地区

岩沼 忠何（千葉ネオ LC） 

・334 複合地区

野村 善弘（岡崎竜城 LC） 

・335 複合地区

小林 寛（姫路中央 LC） 

・336 複合地区

松岡 諒（福山久松 LC） 

・337 複合地区

髙野 正勝（佐賀葉がくれＬＣ） 

① 松本委員長より開会宣言

・能登半島地震について

地震の被害へ合われた方へのお見舞いと、亡くなられた方へのご冥福が伝えられた。

② 一般社団法人日本ライオンズ理事長ご挨拶 田名部部理事長

・1/1 から被災地に対して日本ライオンズとして会議を重ね準備している。

被災地から要望・要請があった場合、直ちに動けるよう準備している。

・会則委員会について、今年度プロトコルなど、昨年までできなかったこと、

26-報告事項-



日本ライオンズ発行＜2023-24-会-M6＞ 

  中途半端になっていることを今期詰めている。 

・全国の複合地区を回り、周囲からライオンズの組織や権限が分からない指摘があり。

松本委員長には国際協会、LCIF、一般社団法人日本ライオンズ、GAT の分かりやすい図を作成し

ていただいた。皆さんにも確認の上、全国に発信していきたい。

・会則委員会は今期相当に進んでいる、それに対し感謝申し上げたい。

◎増澤専務理事より

・ライオンズ必携の件で委員長から議案が提案される、

・各複合地区年次大会でも承認頂かなければいけないが、出来上がったものを各複合地区でも皆様に

良く周知いただきたい

◎松本委員長

・議事録作成人の指名。荒川委員と髙野委員が指名される。

１．前回議事録確認 

  ライオンズ必携第 61版改定のスケジュール、発行部数について審議を行った。 

  （１）1月末には印刷所発送予定。注文部数は、予想より少なく 53,550 部の受注 

  在庫分 1,450 部合わせ 55,000 部印刷注文を行う。 

  注文のない分は日本ライオンズ在庫 1,450 部で対応。 

（２）内容変更確認の件

禁忌事項についてライオンズ必携に掲載する。

後のコンプライアンス委員会に規定案に関連する議論を後ほどお願いしたい。

（３）国際理事候補者資格審査委員会規則について、 

複合地区年次大会での承認必要の件準備を進めたい。 

（４）ライオンズ必携の価格について 250 円で決定した。

（５）ローカルプロトコルも理事会で認められた。

２．議案 

◎ライオンズ必携第 61版改定について

・発行部数および頒布価格について報告。今回は 55000 部発行、頒布単価 250 円で決定

・ライオンズ必携 改定内容勉強会について

三役研修会におけるビデオメッセージを 3月末までには取りまとめる。

今回大幅な規則改定がありこれをどう伝えるかが重要。

（細川委員） 

年次大会の議案提出には事前にガバナー協議会へ提出が必要である。 

27-報告事項-



日本ライオンズ発行＜2023-24-会-M6＞ 

内容が多岐に渡るため、実際の改定の場合と具体的な事例との差異を明確にしてほしい。 

（馬場委員） 

第 3回キャビネット会議が 1/27 にある。 

ライオンズ必携第 61版改定の大きな変更箇所について、資料作成し説明予定。

第 4回キャビネット会議では大まかな説明予定。 

（松本委員長） 

複合地区年次大会ではキャビネット、ガバナー、議長などは議事規則についての理解が重要だが規

則自体を知らない場合がある。理解しないまま年次大会に臨み、問題が出てしまうこともある、作

成中のビデオメッセージにも入れて具体例と共に伝えたい。 

議事規則は近年必携に入っていなかったものを復活させた、各地区で十分周知したい。大会議案は

事前提出が基本であり、議案を深く理解の上審議する。 

（荒川委員） 

キャビネット会議が 2/2 にあるので概要説明予定。次期 3役の勉強会でも必携の内容を周知した

い。 

（岩沼委員） 

地区内では必携規則に対する意識が低い。 

地区会則委員長と共に考えていく、複合は各委員長にも伝えていく。 

（野村委員） 

地域の会則委員長には伝えている、末端会員までは周知できていない。 

キャビネット会議で会則委員長がゾーンチェアパーソンにも内容を詳しく説明し、各ゾーン会議で

も会則委員長に出席していただき説明いただく。 

（松本委員長） 

段取りをゾーンチェアパーソンにまで落とし込むのは素晴らしい。 

各地区キャビネットを通してどう落とし込むか。ガバナーの協力を求めてやっていただきたい 

（小林委員） 

キャビネット会議が 2/21 にある。

ライオンズ必携第 61版改定の主な改定は箇所各地区委員長に送っている。

地区委員長に会員から、「案」が取れたものが作成されるかどうか、質問がある。 

必携が必要な人とそうでない人がいる。変更内容について周知が必要な方（第１・第２副地区ガバ

ナー・ZC など）に周知を徹底することが必要だと思われる。

（松本委員長） 

主な改定箇所については一般会員に関係ある部分は少ない。 

キャビネット運営に関わる人へ向け周知が必要。

（松岡委員） 

今回は一般会員に影響がある改定内容が多いわけではなく、キャビネットの運営に関する内容が大

きく変更になっている。 

各地区のキャビネットにて勉強会が必要と考える。 

（高野委員） 
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必携を見たことがないという会員もいる。会則改定の件について会員が認識できるよう、ガバナー

に徹底して、各委員会に指導をお願いしたい。 

（松本委員長） 

キャビネット会議・クラブ 3役会議で改正についてお伝えいただきたい。

◎国際理事候補者資格審査委員会規定の改正に伴う複合地区年次大会への共通提案について

（松本委員長） 

複合地区年次大会の議案として提出をお願いする。今回は事後決議という形になる。 

決議後大会閉会時から効力を生ずると必携には記載した。 

（小林委員） 

複合地区年次大会での提案決議事項について、各複合地区委員長が議長に対し議案として提案する

事になるのか。 

（松本委員長） 

議長提案議案になる、説明は複合地区会則委員長に行っていただく。 

（松岡委員） 

複合地区会則についても同様に年次大会での決議が必要である。説明のための資料は統一したほう

がよいのではないか。 

（松本委員長） 

資料については統一が望ましいと考えられる。各地区での国際理事資格審査規則改定の新旧対比表

と共に複合地区、会則改定分も一緒に会則委員長が取りまとめたい。 

◎コンプライアンス委員会について（委員会ガイドライン案について）

（松本委員長） 

コンプライアンスによって日本ライオンズが全ての事項に対し審議を行うのではなく、ガイドライ

ン案を元に各ＭＤ・地区にてコンプライアンス規定が設置される事が望ましい

（細川委員長） 

当地区でもコンプライアンスが必要な状況であると議論があった。 

日本ライオンズで委員会を定め各地区へ落としていくことに賛成。 

（松本委員長） 

日本ライオンズがコンプライアンスを作成し各地区に落とし込む。 

地区の中のことまでは審議できない。それぞれの地区・複合でコンプライアンス委員を設け実行し

ていく事が良い。 

（馬場委員） 

各地区でバラバラにコンプライアンスを決めたら日本ライオンズが決める意味がなくなる。ルール

は統一したほうがよいのでは。 

（松本委員長） 

基本的なルールは国際理事会方針書に記載がある。そこで解決できない部分をどうするか？そのた

めに必要であると思う。皆さんの意見を聞きたい。 
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（荒川委員） 

日本ライオンズが地区での紛争に関与することは好ましくない。 

（岩沼委員） 

紛争はクラブ間・人間性の問題・責任である。社団法人とクラブでは考え・運営方法が違う。 

日本ライオンズのコンプライアンスはクラブと一線を引いて設置したほうがよい。 

（野村委員） 

クラブや複合地区で解決できない場合、日本ライオンズのコンプライアンス委員会で最終的に判

断するのがよいのでは。 

（小林委員） 

本来教養とマナーがあればクラブでも問題は起きない、日本ライオンズが基本コンプライアンス

を作り、各地区に落とし込み、問題発生時には委員会とは別に利害関係の無い人で都度、第三者

委員会を作り、審議するなどどうか。問題解決には情報共有が必要。ひな形を作成することには

賛成。 

（松岡委員） 

紛争は少なからず起きている、解決策としてのコンプライアンス委員会設置だけではなく、しっ

かり機能するものが必要、日本ライオンズでコンプライアンス委員会を作るのは懐疑的。 

処分の権限がない中で責任だけ負うことになってしまうのではないか。 

やるのであるなら日本ライオンズの指針の上に各複合地区、準地区の中にコンプライアンス委員

会を作り対応する。 

本来ライオンズ国際協会の中に紛争処理手続きがあり、ここが機能していれば裁判になるまでい

かないと思う。作るのであれば複合地区、準地区のコンプライアンス委員会のサポートとして紛

争処理手続きが機能していくように手助けをしていくという位置づけがよいのではないか。 

現在のコンプライアンス規定案について、 

・4条 5 項の窓口設置についてはここを頼っていろいろな紛争が持ち込まれる可能性があり、権

限のない日本ライオンズではかえって混乱を招く可能性がある。 

・7・8条は会員向け・事務員向けが混じっており、分けたほうが良いのでは。

（松本委員長） 

ご指摘の通り、基本的には複合・地区内で処理をできる形が良いと思う。 

必ずしも紛争が国際理事会でされるかというとそうでもなく、コンプライアンス委員会でどう処

理していくか。 

（高野委員） 

本来なら規定を作らないほうが良いとは思うが、日本ライオンズがまったく関与しないわけにも

いかないとは思う。 

（中谷副委員長） 

調停の役割をするのがコンプライアンス委員会。委員会にて禁忌事項やルールのまとめを作り、

問題については地区→ＭＤ→日本ライオンズの流れが良いのでは。どういう委員会にするか、ル

ールや流れについてはっきりと決めておきたい。 

（田名部理事長） 

コンプライアンス委員会には罰する権限・責任はない。
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現在は準地区・複合・日本ライオンズに統一された規定はなく、禁忌事項があるだけでも抑止力

になり、モラル・ルールを再認識することに繋がる。 

全国共通の指針としてもらい、問題発生時に DG.CC が罰則ではなく、戒めとして使えるように

もしたい。 

コンプライアンス委員会が罰するところではないことは規定の中で明らかにする。

また会員のみではなく、複合地区事務局員の行動で禁忌事項に触れる事柄が見られるため、 

指導ができるような規定があればよいと思う。現在は社団事務局員の意識改革に取り組んでい

る。その次は複合・準地区の事務局の改善が必要になると考えているが、日本ライオンズが成功

例を示すことで改革・改善に至っていくと思う。 

なんらかの決めごとは日本ライオンズ、複合地区、準地区まで筋が通るという、見通しのよさが

あったほうが良い。 

（増澤専務理事） 

コンプライアンス委員会を設置しなければいけないというのは恥ずかしいことである。問題に立

ち入り調停するようなことは日本ライオンズではできない、クラブや地区の中で解決していただ

き、罰則が目的ではなく、活動できる指針を簡素化し禁忌事項を中心に明確にする。 

事務局員も会員と同様の気持ちでまとまっていくことが望ましい。 

新たに委員会を作るのではなく、管理委員会などの中に指針として規約を置く。 

（松本委員長） 

規定についてまだは精査が必要。日本ライオンズの中で維持管理するのではなく、複合地区もし

くは準地区の中でコンプライアンス規定を設けてもらい、審議できる流れを作るべきか。 

（馬場委員） 

禁忌事項内に、コンプライアンスについて詳しく記載するという意見に賛成。 

（荒川委員） 

複合地区と準地区は国際協会から認められている組織。 

日本ライオンズがコンプライアンスを作るのは難しく、関与すべきではない。 

問題は複合、準地区で解決する。 

すべての複合・地区でコンプライアンス委員会を作るべきでなく、問題が起こった時に作ればよ

い。 

（小林委員） 

コンプライアンス委員会では係争が起こっても解決できない、どちら側も正しいからである。理

解の上でどうするか、両方とも認めて落とし込むことも重要である。 

（松岡委員） 

コンプライアンス委員会を作ることには反対。

作ったとしても会員やクラブに遵守を周知徹底させること、目的事項や道徳、禁止事項を発信

し、コンプライアンス遵守のための体制作りを行い、複合地区、準地区で問題が発生した場合に

コンプライアンス委員会の設立を促す程度に留める。

地区でコンプライアンス委員会を立ち上げた場合、地区の有力者が集まり、委員会が力を持ちす

ぎることに懸念がある、委員会は常設せず問題解決できたら解散するほうが良い。 

（細川委員） 
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日本ライオンズにコンプライアンス委員会があっても紛争解決は難しい。 

設置せず、今までなかった条文を書面に残し影響を与えるくらいがよい。 

（岩沼委員） 

複合や日本ライオンズが関わると余計難しい問題になる場合もある。クラブ・地区で解決すべ

き。 

（松本委員長） 

複合地区、準地区向けに、今回の意見を元に作り直したコンプライアンス規定案を一つの見本と

して作るのが良いのではと思う。意見を諮りたい。 

賛否評決 賛成：9 票 反対：3票 

結果を受け、次回までに複合・準地区にて対応できる規定案を作りたい。 

（田名部理事長） 

禁忌事項も含めた指針ができればよいと思う。 

（小林委員） 

複合地区で委員会を開きコンプライアンスの説明をする、問題や提案も含めて話し合い、複合地区

で作成し委員長に上げる、その内容を委員長がまとめる方法はどうか。 

（松本委員長） 

日本ライオンズで作成したたたき台を元に、複合地区などの意見をうかがう流れで考えたい。 

次回までにメールで案を送る。 

・次回第 7 回会則委員会の日程

2 月 22 日（木）10：00～12：00 WEB 開催 

以上 

議事録作成人： 

332 複合地区会則委員長 荒川 友成 

337 複合地区会則委員長 髙野 正勝 
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2023～2024 年度 

第４回 336 複合地区会則および付則・運営マニュアル編集委員会  
 

議 事 録 
 

開催日時：2024年 1月 23日（火）13：30～14：30 
開催場所：336複合地区ガバナー協議会事務局 
開催形式：WEB 
出 席 者：次のとおり（敬称略） 

役 職 氏 名 
ガバナー協議会議長 澤  辰水 
世話人 岡村 聖爾 
委員長 松岡  諒 
副委員長 一宮 昭夫 
336-A地区委員長 徳本 秀樹 
336-B 地区委員長 西尾 愼一 
336-C地区委員長 鈴木 健吾 

司会進行：松岡委員長 
 
議事 
第 1 開会挨拶（議長） 

第 2 議題 

1 日本ライオンズ会則委員会報告 

  松岡委員長より、次のとおり報告とお願いがあった。 

  ・必携が完成間近となっている。各委員は、改訂箇所について、キャビネット会議や三役

研修会で周知して欲しい。また、購入しないクラブが有ったら、購入するよう促して欲し

い。 

  ・コンプライアンス委員会が日本ライオンズ内で立ち上がる。今後、複合や準地区でも同

様の委員会を立ち上げて欲しいと要請があるかもしれない。 

２ 336複合地区運営マニュアル第 21版作成の件 

  改訂箇所の確認を行った。 

今後、準地区を通じて希望部数を集計し、業者に発注していく。 

第３ 閉会挨拶（世話人） 

 

〇次回以降の委員会日程 

第 5回 2024年 3月 22日（金）午後 4時～6時（鳥取※会場等は西尾委員が選定） 

 

議事録作成者   松岡 諒 
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（２０２３－２０２４年度） 

第７回会則委員会（WEB）議事要録 

◎日時：２０２４年２月２２日（木）１０：００～１２：００

◎システム：Z oomシステム

◎出席者：

一般社団法人日本ライオンズ： 〇各複合地区会則委員長： 

理事長 田名部智之（八戸LC）  ３３０複合地区会則委員長 

【欠席】 細川孝雄（東京赤坂LC） 

委員長 （MD333協議会議長）  ３３１複合地区会則委員長 

松本宰史（南房総LC）   馬場哲也（函館東LC） 

副委員長（MD３３５協議会議長）３３２複合地区会則委員長 

中谷豊重（岸和田LC）  荒川友成（郡山西LC） 

専務理事   ３３３複合地区会則委員長 

増澤義治（諏訪湖LC）   岩沼忠伺（千葉ネオLC） 

 ３３４複合地区会則委員長 

野村善弘（岡崎竜城LC） 

 ３３５複合地区会則委員長 

小林 寛（姫路中央LC） 

 ３３６複合地区会則委員長 

松岡 諒（福山久松LC） 

 ３３７複合地区会則委員長 

髙野正勝（佐賀葉がくれLC） 
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1.開会宣言

松本会則委員長より開会宣言。

2.一般社団法人日本ライオンズ理事長 田名部理事長欠席の為

増澤専務理事より挨拶。 

3.出席者の確認

別紙資料に基づき確認。

4.議事録作成人の指名

MD３３１馬場委員長・MD３３5小林委員長が指名された。

5.議案：

①前回議事録の確認

a. ライオンズ必携第６１版改定について

必携に対して知って頂く為にもビデオメッセージなどにてPRをしている。

b. コンプライアンス委員会のガイドラインを、本日再度協議する。

②年次大会への共通提案事項について

（松本委員長）

・ライオンズ必携第６１版改訂箇所の確認。

承認決議事項として、複合地区会則・国際理事候補者資格審査委員会規則がある。

ページ数が相当増えているので、新旧対照表にて説明。

近日中に説明用資料を委員会メンバー並びに各MD事務局にメール送信する予定。

MD330より指摘があったライオンズ必携６１版内容の改正が必要な個所（２点）

について説明。

年次大会においては修正を加えていただいた上での承認決議をお願いしたい。

（細川委員） 

 修正箇所の説明。第２章については数字のミスであるが、第１章については変え

てはならない部分であるとの説明。 

③コンプライアンス委員会について

・ガイドライン案について

（松本委員長） 

コンプライアンス委員会がなぜ必要なのか？

将来的に問題が発生した場合、どこの機関で処理するのか。

現在、基本的に対応する規則がないので、早めの対応のためにもこのような委員

会が必要である。 

コンプライアンス規定（案）の説明

第３章コンプライアンスへの取り組み

第５条（役員および構成員の義務）

（９）と（１０）はいただいた意見を受け、削除する。

（松岡委員） 

コンプライアンス規定は、ＭＤの役員に対しての縛りですか？

（松本委員長） 

 今回は、事務局は除いて、役員と構成員に絞り込んでいます。 

（小林委員） 

コンプライアンス委員会は常設ですか？

（松本委員長） 

常設ではありません、問題が発生したら、事前に決めていたコンプライアンス委員会
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を立ち上げ対応する。 

 私の所属している３３3-Cでは、運営委員会で対応しています。各地区では？ 

（松岡委員） 

３３６では、対応する委員会は特になく、キャビネット事務局の運営委員会はありま

す。 

（荒川委員） 

３３２では組織はなく、もし問題があれば改革委員会・地区においては名誉顧問会が

対応すると思います。 

（松本委員長） 

改革委員会のような委員会のメンバーが兼務というのもよいと思います。 

（小林委員） 

委員会の人選についても考えなければいけない。判断基準が人の心の中にあり、役職

に関係なく地区において人望のある人物が望まれる。 

（馬場委員） 

３３１では、長期計画委員会と名誉顧問会により、調整され対応が出来ておりますの

で、コンプライアンス委員会は必要なのでしょうか？ 

（松本委員長） 

健全な運営をされている地区もあるが他地区では、現実的に問題が起こっていますの

で準備として必要で、規定があることにより予防にもなると思う。 

（松岡委員） 

各MD ・地区に降ろすと、コンプライアンス委員会の規定・運営が様々な方向になる

と思いますが、それでいいのでしょうか？ 

（松本委員長） 

各所で考えは違うと思いますがそれでよろしいかと思います。 

規定は作りますが、あくまで見本にすぎません。 

必要が無ければ、それでもよろしいかと思います。 

（松岡委員） 

MDに持ち帰って検討しますが、委員会メンバーをどう選別するか？ 

第三者を入れないといけないような気がしますし、何をもってコンプライアンス違反

なのか、禁忌事項違反・刑事事件・セクハラなど、人それぞれ基準が変わります、悪

用するメンバーも出てくるような気がします。 

人選と、何をもって違反とするかは明確にしたほうが良いと思います。 

（松本委員長） 

第５条にハラスメントについて、第７条には禁忌事項の記載がありますが、どのよう

に指摘をしていくか。 

そのような観点から、今回第４章、第１３条（懲戒の種類）１～３を入れました。 

できれば注意で終わればよいですが、特に大きな懲罰に値する３，の降格は、ガバナ

ー協議会もしくはキャビネット会議へ上程され、三分の二の賛成で可決されます。 

（細川委員） 

３３０では問題を起こした会員が国際本部に提訴されました。回答は、道徳的に卑劣

な犯罪行為には当たらないという回答でした。誰が判断するのか？複雑な問題の場合

コンプライアンス委員会でも結論は出せないと思います。

（松本委員長） 

同じようなケース発生を想定し、ガバナー一人では、解決出来ないので組織で対応す

る、コンプライアンス委員会で方向性を出し、場合によっては審議結果をガバナー協

議会、キャビネット会議へ上程し、それでも解決ができない場合には国際理事会へ訴

える。問題発生時にすぐに国際本部へ紛争調停処理をするのではなく、ワンクッショ

ンを置く為にも必要。問題がエスカレートすることを防ぎ早期解決をするためにも、

将来の問題発生時を考えつくっておくことに意味があると思う。

（小林委員） 
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そもそもメンバーの私利私欲が問題。情けなく、普通のメンバーなら退会するので

は。色々な方がいるので、怪文書が出たり、将来的に問題が発生したりする可能性が

あり、寂しい気持ちではあるが前もって作っておくのはよいと思うる。 

（岩沼委員） 

 悲しい現実です。 

（髙野委員） 

当地区でも、一年半前に問題が発生しましたが、ガバナー中心に顧問会・クラブ会長

等で何とか解決しました。MD・準地区、問題がおこった場所それぞれで解決する方

法しかないし、今後入会メンバーの選出も重要であると思います。 

（荒川委員） 

３３２では過去に事件はありません、複合では改革委員会が議長やガバナー、会則委

員長など１６名で組織していますので、そちらで対応すると思います。 

コンプライアンスについては、最近はセクハラなど問題発生しています。

コンプライアンス規定は、今後の叩き台として提示されたら良いと思います。

（馬場委員） 

たたき台というのはあってもよいと思います。 

（松本委員長） 

それでは、こちらを見本とし、取り扱いについてはそれぞれMD/地区の判断で議論し

て頂く事と致します。 

日本ライオンズとしては将来に向けて規約を作り上げることが大切であると思いま

す。 

（増澤専務理事） 

この規約が頻繁に使われてはいけないので、一つの線引きとして作成し問題発生時に

検討する、一つの基準・指針とするために持っておくということでよいと思う。 

悪用されては本末転倒になるので注意が必要ですし、今後、入会審査をきちんと行う

ことなど重要になると思う。 

（松本委員長） 

コンプライアンス規定について、MD年次大会で取り上げて頂きたい。

第５条と第６条を入れ替える。第３章第５条（９）と（１０）削除します。

道徳綱領については心構えであるが遵守すべきとして掲載する。

（小林委員） 

当MDでは外国人のみのクラブ、男性のみのクラブ、女性のみのクラブがあり、今

後、人種差別・性別差別等々発生する要因があるのでは？と懸念する。 

コンプライアンス委員会でどの様に対処できるのか？大変難しいのではと感じる。

（松本委員長） 

人種差別問題等も世界的に重要なポイントです、今後外国人との関わりは大いにある

と思いますので、将来的に向けてコンプライアンス委員会が必要になると思います。 

（中谷副委員長） 

改廃は、ガバナー協議会またはキャビネット会議となっているが、道徳的・禁忌事項

的問題なので年次大会の承認をいただくほうがよいのでは。 

（松本委員長） 

MD年次大会で決議して頂きたい。準地区は間に合わないと思いますので次年度でよ

ろしいかと思います。 

（松岡委員） 

対象がMD役員・構成員のみであれば、内規扱いでよろしいかと思います。 

（松本委員長） 

内規扱いにするかを含め、扱いについては、各議長、ガバナー等々中心としての議論

で、各MD・地区にお任せ致します。日本ライオンズからの指針を示し、取り上げる

かどうかについては柔軟にお考えいただければと思います。 

（増澤専務） 
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対象は役員・構成員ですか？自分はメンバー全員が対象だと思っておりましたので、

役員・構成員へ限定するのであれば、意味がないのでは。 

（松本委員長） 

最終的には、全メンバーに必要かと思います。会員へ向けては役員必携・ライオンズ

必携に道徳綱領や禁忌事項が盛り込まれております。コンプライアンス規約について

はまずは役員・構成員と考えております。 

（松岡委員） 

MD・準地区・クラブごとに規定を設ける想定でしたので、内規的なものだと考えて

おりましたが全員を対象とするものになるのでしょうか。 

（増澤専務） 

ライオンズとして活動する、一個人として生活する上での一つの指針として作成する

イメージでした。

（松岡委員） 

 指針とする場合は、懲戒規定は作るのは難しいのでは。 

（松本委員長） 

大きなクラブの場合は規約が必要になるかもしれませんので、その際の見本となれば

いいと思います。 

（増澤専務） 

ライオンズ国際会則における理事会方針書のような位置づけで、会則委員会の中に規

約を置いておく形ではではいかがでしょうか。

（松岡委員） 

 いろいろな選択肢を示しながら、複合で議論してみます。 

（松本委員長） 

最終的にどこで審議が行われ、どう結果を伝えるのか、指針を有効活用いただくため

に委員会設置と併せて規定が必要だと思う。 

指針として取りまとめる方向で進め、次回委員会でも議論したいと思います。 

第３回ガバナー協議会が終了している複合もあるとは思いますが出来れば今年度で、

MDで決議して頂きたい。 

（増澤専務） 

焦らないで、複合では今期無理しなくても次年度でいいのでは。MDに持ち帰り議論

して頂き、会則委員会にフィードバックして頂いて更に詰めて、次年度に結果を出す

方がいいと思います。 

（松本委員長）来年度でも問題ないと思います。一度ＭＤで審議をお願い頂ければと思

います。 

（荒川委員） 

２月２６日、日本ライオンズの理事会がある様なので、協議して頂いて会則委員会に

下ろして頂きたいと思います。 

④ライオンズ必携第６１版 修正箇所と対応について

（松岡委員）

第３条の、メンバーの件はどの様に対処致しますか？訂正を周知する必要があると思

います。 

（松本委員長） 

各MDに、訂正文をメール送信致します。 

訂正箇所についても年次大会へ取り上げていただきたい。 

ＷＥＢ版を日本ライオンズＨＰへ掲載の際には修正したものを掲載します。 

（増澤専務） 

再度全体を確認し、修正文を各MD事務局に送信して、必要な分を使って頂く事にし
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たらいかがでしょうか。  

6.次回開催予定について

第７回会則委員会 ３月1４日 木曜日 1０：00～1２：00 【ZOOM開催】

7.閉会挨拶

 会則委員会副委員長 中谷 豊重 

以上 

202４年２月2２日 

議事録作成人 

MD331会則委員長 馬場哲也 

MD33５会則委員長 小林 寛 

議事録署名人 

会則委員長 松本宰史 
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第3回アラート委員会 議事要録 

◇日時：2023年11月13日 （月）14:30-16:30 場所： 岡山県岡山市＋ZOOMシステム

◇司会：若林 純也 (水戸葵LC)

◇ 開会宣言

2023-2024年度 アラート委員会委員長    池原 堅 

今日は2024年2月24日に予定している全国アラートフォーラム西日本の開催につい

て、及び、アラート委員会運営規則改定に関する事項等を中心に協議を行いたい。

フォーラムの開催に向け中心となって動いていただいている佐々木統括リーダー、

木村東日本統括リーダー、藤井西日本統括リーダーには感謝申し上げる。

◇ 一般社団法人日本ライオンズ理事長ご挨拶

一般社団法人日本ライオンズ理事長 田名部 智之 

オセアルフォーラムを始め複合地区、準地区のイベント等忙しい中、委員会に参

加いただき感謝を申し上げる。諸事情でWEBでの参加となったが、現地では様々な

確認が行われていると思うが、しっかりとアラートフォーラムの成功に向けて準

備を進めて欲しい。又、アラート委員会ルールの改訂について検討が進んでいる

様だが、上半期のうちに決めて理事会を通し、しっかりとしたルールの下で活動

できるようお願いしたい。

◇出席者の確認

出席者リスト 

一般社団法人日本ライオンズ 

理事長 田名部 智之 (八戸LC)   【WEB】 

専務理事 増澤 義治   (諏訪湖LC) 【WEB】 

アラート委員会委員長 池原 堅 (福山久松LC) 【WEB】 

アラート委員会副委員長  新里 正雄   (沖縄LC)  

日本ライオンズ アラートチーム 

統括リーダー  佐々木 健太  (大阪若獅子LC) 

東日本統括リーダー 木村 知紀  (青森ZERO LC)  

西日本統括リーダー  藤井 信英  (岡山みらいLC) 

アラート委員

MD330委員 増田 正明  (東京田無LC）【WEB】  

MD331委員 浅野 敬一   (北見中央LC) 【WEB】  

MD332委員 木川田 明弘  (仙台高砂LC) 【欠席】  

MD333委員 中田 泰範   (新潟東LC)  【WEB】  

MD334委員 堀岡 昭夫  (金沢東LC)  

MD335委員 堀口 清隆   (神戸みなとLC)【欠席】 

MD336委員 西尾 愼一  (鳥取LC)  

MD337委員 髙野 裕子   (熊本平成LC) 【WEB】 

 委員長補佐・MD333アラート班長 

若林 純也 (水戸葵LC) 

オブザーバー参加
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アラート委員会MD336班長 畑中 孝之  （岡山みらいLC） 

MD336アラート副班長 織田 秀樹  （東予LC） 

MD336アラート副班長 井上 哲孝  （岡山みらいLC） 

MD336アラート副班長 廿日出 一晴 （呉安浦LC） 

MD336アラート副班長 植田 節雄  （浜田LC） 

MD336アラート副委員長 出射 隆文 （高松フェニックスLC） 

336Bアラート委員 眞治 憲之  （倉敷天領LC） 

336Cアラート委員 田部眞 一郎 （庄原LC） 

336Dアラート委員 中川 和昌  （岩国錦LC） 

◇ 議事録作成人の指名

MD336委員 西尾 愼一を指名

◇ 前回議事録の確認

10月26日開催の臨時アラート委員会の議事録（MD336堀岡委員作成）について、増

澤専務理事より、池原委員長に承認を頂いているので、これから田名部理事長に回

付し、承認が取れ次第各委員に配信する予定であると報告された。

◇ 議案

① アラートフォーラム（岡山）開催について

池原委員長は、10月26日開催の臨時アラート委員会於いて、2月24日開催予定の全

国アラートフォーラムin岡山の組織図について承認を頂き、これを日本ライオン

ズの執行理事会に報告し承認を得たとして佐々木統括リーダーに組織図について

説明を求めた。

※注：その後開催日を2月3日開催に変更。

  佐々木統括リーダー 

  組織図を画面共有し、池原委員長を大会委員長とする主催委員会（計画）、MD336

の西尾委員を実行委員長（開催地大会委員長としてMD336澤議長を検討）とする開

催地委員会（主管）について説明した。尚、今後相談の上、主管委員会組織に田

名部理事長の役職を加える事としたいとした。 

  池原委員長 

  組織について日本ライオンズ執行理事会で承認を頂いてはいるが、個人的な意見

として組織に田名部理事長、澤議長を加えることに加え、開催地委員会に藤井西

日本統括リーダーを加えるべきと思うが意見を聞きたいと質問。 

  藤井西日本統括リーダー 

  私としては総務部会に名前があり、役職には拘っていない。実体として自分が中

心となり実行する事なので問題はない。しいて言えば、アドバイザー補佐に加え

る事で良いと思うと答えた。 

  池原委員長 

  問題がなければ今期はこれで良いと思うが、来期や再来期、今後同じスタンスで

行うとなった場合、開催地以外の関係者も構成図に入れるように、同じような問

題が起きないようにお願いしたいと要望した。 

  藤井西日本統括リーダー 

  ご指摘に従い、アドバイザー補佐としてやらせていただくと述べた。又、澤議長
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の役職について、大会委員長とした場合は上に委員長が2人となるので、大会顧問

とさせていただきたいと提案した。 

以上の発言を受け司会のL.若林は、会議参加の各委員に組織図の変更について賛

否を諮り、全員異議無くこれを承認した。 

次ぎに、池原委員長は本日行ったアラートフォーラム開催会場の視察結果につい

て説明を求めた。 

  藤井西日本統括リーダー 

  本日、フォーラム開催予定会場である岡山市民会館を視察した。会場へのアクセ

スはJR岡山駅から徒歩3分の所にある路面電車の岡山駅から東山行きに乗車、城下

駅で下車し徒歩5分弱の所に立地、会場は1,700名収容と申しぶんなく、ホールは1

階・2階に分かれており、1階の収容人数は約700名。せめて1階を満席にしたいと

考えている。閉会後は、同じルートで帰り、岡山駅直結の“ホテルグランヴィア

岡山”で懇親会を行うと報告した。

池原委員長

会場へのアクセスは、案内に添付するようになっているかと質問。

藤井西日本統括リーダー

案内パンフレットに、会場のURLを記載しているのに加え、フォーラム当日はアク

セスのポイントとなる地点にメンバーを配置し案内するようにしていると答えた。 

池原委員長

先回の臨時委員会後、日本ライオンズにMD336よりフォーラムの案内をどの様に発

信するかという問合せがあり、執行理事会、臨時理事会で案内はMD336で作成し日

本ライオンズに送付、日本ライオンズから8複合に、そして35準地区に発信すると

いう事で承諾をえているがそれでOKかと尋ねた。

藤井西日本統括リーダー

そのように理解しており、すでに案内をMD336から社団のほうに送付、返事待ちと

なっていると答えた。

増澤専務理事

案内に関し、11月15日に大阪で開催される理事会で承認を得た後発信する予定で

ある。但し、参加者の集約については、MD336にお願いしたい。併せて登録料（参

加費2,000円、懇親会費8,000円）について、MD336で単独の専用口座を作り管理し

てほしいと付け加えた。

MD330増田委員

案内は何時頃出していただけるか、当方としては出来るだけ早く出して欲しいと

要望した。

増澤専務理事

社団としては、送付いただいている内容に問題なければ11月15日の理事会で決定

し16日には発信できると答えた。

木村東日本統括リーダー

昨年仙台で開催した際も各クラブに案内が届くまでに3週間程度かかってしまっ

た。11月16日に発信出来れば良いと思うが、全国フォーラムなので遅れないよう

にお願いしたいと要望した。
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  池原委員長 

  今話があった通り昨年は1月の執行理事会で案内についての話しがあり、タイミン

グとして遅いと感じた。本年は、執行理事会に於いて8複合の議長にしっかりと連

絡、案内をアラートらしく速やかに議長より夫々のMD内地区に下ろすように徹底

すると答えた。 

  増澤専務理事 

  事務局に連絡したところ、案内に瑕疵がなければ理事会翌日の11月16日に各MD宛

一斉に配信する事が確認出来たと付け加えた。 

  池原委員長 

  若林委員長補佐がフォーラムの内容について説明したい旨述べたのを受け、池原

委員長はフォーラムの内容について説明するよう求めた。 

  藤井西日本統括リーダー 

フォーラムの内容について、昨年の仙台では青森、静岡の豪雨災害に関する事例

発表を行ったが、今年は5年が経過した西日本豪雨災害について、ライオンズ関係、

倉敷社協の事例発表、四国の大学生の取組み事例発表を考えている。併せて本年

の秋田、岩手の豪雨災害について取り上げるか、或いは来年にするか、又、その

他に取り上げるべき内容がないか意見を聞きたいと述べた。

若林委員長補佐

池原委員長が皆から意見を聞くように要望したため、若林委員長補佐は各委員を

指名し意見を求めた。

MD337高野委員

次年度災害が起こらないとも限らないので、今年度起こった災害は聞かせて頂き

たいと思うので入れた方が良いと思うと述べた。

MD336西尾委員

災害は起こった地域によって色々なケースがあると思うので、取り入れた方が良

いと思う。併せて専門家の意見も取り入れるべきと述べた。

MD334堀岡委員

入れたほうが良いと思うと述べた。

MD333中田委員

パソコンの調子が悪く今参加したばかりで質問の内容が不明、後ほどお話しする

と述べた。

MD331浅野委員

昨年行った仙台のフォーラムは素晴らしく、ビデオもインパクトがあった。フォ

ーラムは全国が対象なので、全てを網羅すべきだと述べた。

MD330増田委員

時間が許すのであれば、全国の多種多様な事例を見聞きしたいのでよろしくお願

いしたいと述べた。

池原委員長

各委員の意見を総合すると、本年の秋田、岩手の豪雨災害について取り上げれば

良いと思うので、皆さんの賛否を取るようにと述べた。

若林委員長補佐

全員賛成意見なので、藤井西日本統括リーダーは今まで各地で色々経験している

ので、フォーラム内容の組み立ては、これまでの災害を出来るだけ多く取り入れ

る方向で検討する事としたいと述べ、全員がこれに賛成した。
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②アラート委員会研修について

池原委員長

本件について、臨時アラート委員会でも話したが、佐々木統括リーダーの発案と

言う事で、佐々木統括リーダーに説明を求めた。

佐々木統括リーダー

現在、東・西の各統括リーダーにお願いし、夫々3月（日程は未定）の各委員の都

合の良い日に4MDごとに研修会を行うよう進めている。研修会開催の意図は、過去

5～6年アラート委員会を開催してきた中で決まった事を見ると、東京・大阪・九

州・東北と各地域によって対応がバラバラだと受援側も支援側も活動がやりにく

いのではないかという事で、まず各地区から集まっている委員が意見を出し合い、

決まった事の周知を図る事、周知は委員が複合に持って帰り、準地区の委員会、

各クラブの皆様に伝えて頂きたいという事で提案した。日程については両統括リ

ーダーが皆様に連絡して決めると思うので協力をお願いしたい。又、研修会の対

象は委員だけでなく、将来的に複合の委員長になる方としたいので、班長の方も

お願いしたいと説明した。

若林委員長補佐

池原委員長が皆から意見を聞くように要望したため、若林委員長補佐は各委員を

指名し意見を求めた。

MD330増田委員

研修会の開催は大賛成だが、参加対象は委員長と班長に限られるのか？開催場所

によっては多く動員したいが如何か、開催は東日本と西日本2箇所の開催となるか

と質問した。

佐々木統括リーダー

社団の行う研修会なので、複合地区の委員長、班長を対象としている。その方々

が複合地区、準地区の皆様を対象とした研修会を開き周知するのが良いと考えて

いる。又、開催地は東日本と西日本の4複合ずつ2箇所（対象者各8名）での開催を

計画している。また、研修内容は社団のアラート委員会が出来て現在に至るまで

の経緯を柿原シニアアドバイザーや坂本アドバイザーに協力をお願いしお話し頂

くのに加え、研修内容は作成後に池原委員長、田名部理事長にチェックしていた

だいた後に、それらの資料を使って研修を行いたいと考えていると答えた。

MD331浅野委員

研修を東と西に分けて行う事に何か意図があるか？私は皆が一堂に会して色々な

話を聞ける方が良いと思うと意見を述べた。社協との締結状況などもお話いただ

けるとありがたい。

佐々木統括リーダー

研修は過去の事例ではなく、委員会としての方向性を意思統一する事、過去に決

定した事の周知徹底を図るためのものなので、移動距離が短くなるよう東西に分

けて行うよう計画。アラートは日本独自であり、国際協会から指針が示されるわ

けではないので、日本のアラート委員会はこう有るべきといった事も含め、東と

西で実施内容は統一して行うことを予定していると答えた。なお今回は第1回目で

あるため、次回以降開催形式を変えていくことも考える。

MD333中田委員

複合と日本ライオンズでは、アラートに対する考え方が微妙に違うと考えている

ので、統一する意味でもぜひ研修会を開いていただきたいと要望した。
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  MD334堀岡委員 

ライオンズクラブは学ぶことが最優先。正確な学び、正しい情報、共有なくして

ガバナンスは取れないと思うので、とにかく勉強しましょうと述べた。

MD336西尾委員

ライオンズのアラートとはこうあるべきというベクトルを統一する事は必要だと

考えるので、ぜひ開催して頂きたいと述べた。

MD337高野委員

研修会を行う事は賛成だが、2月のフォーラムに続いて3月というのは少し性急。4

月は年次大会等があるので5月位にと考えると希望を述べた。

若林委員長補佐

各委員から一通り意見を頂戴した。開催時期については池原委員長、統括リーダ

ーで協議し決定いただきたいと述べた。

池原委員長

研修会の実施は前向きな提言で良い。アラートチームの委員の方はアラートに対

する基本的な知識の醸成が必要であり、そういった意味で多種多様なアラートに

対応するためにはライオンズ外の専門職を招聘し研修を行うのも一つの方法。ア

ラートには多種多様な状況に応じた研修会が必要だと考えており、毎年新しい委

員や班長が任命されてもアラートに対する基礎知識がないと対応が難しくなるの

で、災害時に十分に情報やノウハウを共有できる組織であることが大切だと思っ

ている。次年度は新里副委員長が中心となって進めていくと思うがトップダウン

ではなく、今後についても最低限必要な事項についての研修を皆さんの意見を聞

きながら進めて行かねばならないと述べた。

佐々木統括リーダー

池原委員長の発言に補足するとして、アラートは全社協や、地区の中でもガバナ

ー協議会との連携が必要な組織である。研修は今後2回目、3回目と続くが、今回

の研修内容は１回目であることから、委員会としてどう動くか、日本ライオンズ

として、複合地区として、準地区としてどのように受援体制と支援体制を整える

かと言うことにスポットを当てた研修であり、個人のスキルの問題については考

えていないので理解いただきたいと述べた。

池原委員長

皆さんの意見もくみ上げて、前向きに取り組んでいただきたい。

③アラート委員会運営規則改定に関する事項

池原委員長

本件は継続している事項であり、組織図と運営規則がマッチしていない部分があ

るため佐々木・木村・藤井の3名を中心に少しずつ見直しを行っている状況である。

細部に亘って見直しがあるので、この改定を今回の社員総会に間に合えばとは考

えているが、無理に間に合わせるようあせってやることは考えていない。実際今

の組織図は昨年度承認を得ておらずそのまま今期まで来ており、これを最終的に

今期でしっかりとした組織図とそれに連動した運営規則にしなければならない。

すべてについて承認をいただいたかたちでスタートできるようにしたい。最終的

には改定しておくべき部分や新規に追加する部分について皆の意見を聞いた上、

ベストなものにと仕上げたいと述べた。

佐々木統括リーダー
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  緊急アラート災害支援運営規則について、森川委員長時に20年12月の社員総会で

承認されたはずが、社団の中では（案）としか残っておらず現在に至っている。

修正削除しなければいけない項目、例えば、第3条5項、「対象とする災害は原則

は国内を優先するが、東日本大震災において諸外国から多くの支援を受けた経緯

を鑑み、国外においても理事会で必要と認めた場合支援対象とする。」について

これは過去の議論の中で、35準地区のガバナーが決めれば良いことであり、アラ

ート委員会が関わらないほうが良い、理由としてアラート委員会は日本独自の組

織なのでガバナーたちの連携により議論をすすめていただければよいのではない

かという考えでありこの項目は削除すると言った箇所を初め、削除・改正項目は

私が見た中で少なくとも22箇所に上る。従ってこれを田名部理事長・池原委員長

に見ていただき、執行理事会の中で論議していただき、内容が固まってから皆様

に届くのが良いのではないかと池原委員長に提案し進めている。現在末尾には森

川委員長の名前と日付が掲載されているが、出来れば3月末あたりを目途に理事会

に通して頂き、社団のアラート委員会の中で理事会も社員総会も承認されたもの

を見ていただけるよう、12月～1月と作業を進めていく予定である。この様な日程

で進める事で良いかと述べた。 

  又、池原委員長の組織図が言葉だけの説明では参加者に分かりにくいのではない

かという発言に対し、組織図について、規約では委員長が指名するとなっている

ので問題ないと考えている。ただ、色々役職を設け、来期もその次も定番的に続

けるのかどうか、毎年ガバナーチームでも新しい委員会を設けたりするのでその

様にした方が良いという意見、或いはあまり役職者を増やさない方が良いという

意見もあるので、全てを見直さなくても良いと思っていると佐々木リーダーより

意見。 

池原委員長より、現状の組織図と規約が一致していないことが問題であると発言。 

佐々木リーダーより、今期の役職の中には、柿原シニアアドバイザー、坂本・森

川アドバイザーが、あまり人数が多くなってもということで入っていない。今期

の委員長が来期のアドバイザーとして残ってもらうよう変えては如何かと言う提

案があったので、その方向で作業を進めているので理解いただきたいと述べた。 

  池原委員長 

  組織図等について引継ぎが出来ていない事は理解いただきたい。引継ぐためには、

委員会だけでなく最終的に社員総会で承認されたものでなくてはいけない。組織

などについて不透明なまま引き継がれてしまっており、皆さんの意見を反映して、

良いものにするということは絶対であり、きちんと引き継いでゆけるものにしな

くてはならないと強調した。不透明な部分を改正し皆が納得できる組織図と運営

規則にしなくてはいけないという事を理解いただきたいと述べた。 

  若林委員長補佐 

  池原委員長の考え方を基に各リーダーで調整をお願いしたいと本議題を結んだ。 

④その他

池原委員長

皆様の方でその他意見があればお聞きしたいと述べ、無ければ新里アラート委員

会副委員長に挨拶を頂きたいと述べた。

若林委員長補佐

今日は複合を代表して委員の皆様に参加いただいているので、皆様から意見を賜
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りたいとして、各委員を指名した。 

  MD330増田委員 

  東西に分けて研修を行うのは大変ありがたいこと。MD330でも単独での研修会開催

を考えているので、佐々木・木村リーダーにお願いしたいと要望した。 

  若林委員長補佐 

  研修会の単独開催はウエルカムなので各リーダーに相談の上進めていただきたい

と答えた。 

  MD331浅野委員 

  岡山でのフォーラムが成功裏に終わるよう願うのと同時に出来る限り協力したい。

研修について、規則や決まった事等に加えて、実際に災害時現場で活動している

木村リーダー等、現場での経験や苦労などの話しも聞きたいと要望した。 

  MD333中田委員 

  先般、若林L、松本前議長にお願いしアラートセミナーを開催した。大変勉強にな

ったが、日本ライオンズのアラート委員会で聞いた事とMD336の認識に多少のズレ

を感じたが、その事がMD333でも問題となっているので、それらを整合するために

も研修会で勉強したいと述べた。 

  MD334堀岡委員 

  災害についてMD330～MD337の認識はバラバラと感じている。その為、災害時に共

通の認識を持ってもらうこと、加えてこれからのガバナーが、災害の規模を示す

ステージ1（クラブもしくはゾーン対応）、ステージ2（MDでの対応が必要）、ス

テージ3（阪神大震災・東日本大震災レベル）の各段階の認識、夫々の段階でどの

ように対応するかといった共通の認識を持ってもらうための研修であって欲しい

と述べた。

MD336西尾委員

2月23日開催予定のアラートフォーラムの案内について11月15日開催の理事会で

承認を頂く運びとなり、いよいよ本番に向けてスタートし、開催内容についても

承認を頂いたので、現地実行委員長として実り多き大会となるよう努力するので

宜しくお願いしたいと述べた。

MD337高野委員

岡山フォーラムの準備にあったって頂いている皆様に感謝いたします。研修会に

ついて、ガバナーが研修を受けなければ意味がないと思う。ガバナーと第１，第

２、チームで研修を受ける、その為に少し時間を取って内容を考えていただきた

いと要望した。

池原委員長

今回はMD336の班長、副班長、委員の方々にも参加いただいているので、夫々お話

しを頂きたいとして発言をもとめた。

  議長の発言を受け、 会議へ参加した感想や、フォーラム開催へ向けて、地区での

アラート活動を通じて感じた点や取り組み、社協との協定や地区での体制作りの

重要性など、出席のMD336班長、副班長、委員が夫々挨拶した。

池原委員長 

アラートは何よりも結束が大切である。意見の相違もあるかもしれないが、お願

いしていきたい。
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  佐々木統括リーダー 

  岡山アラートフォーラム組織図の主催委員会に記載が抜けていた田名部理事長に

ついて、仮で大会顧問と言う役職を充てているが如何かと諮ったところ同意を得

たので、改めて組織図を作り直した上で関係者に配信するとした。 

  閉会挨拶 

アラート委員会副委員長      新里 正雄   (沖縄LC) 

  今日は皆様お忙しい所、多くの方にご参加いただきました。又、日本ライオンズ

田名部理事長、増澤専務理事にもご参加いただき有難うございました。統括リー

ダーの皆様にはご苦労をお掛けしますがよろしくお願いします。さて、2月23日開

催のアラートフォーラムの内容が見えてきたが、後は周知徹底が肝要なので理事

会で早期に承認いただき発信をお願いしたい。今後MD336の皆様にはフォーラムに

向け宜しくお願いしたい。佐々木統括リーダーからお話の合った研修会の開催は

必要だと思っている。研修会を通して準地区での意思統一を図ること、その意味

においてガバナーチームも加えての研修会は必要だと考えている。運営規則の改

正についても小さな改善の積み重ねとはなるが、必要だと考えているので宜しく

お願いしたい。 

  今日は有難うございました。 

議事録作成人 

MD336委員 西尾 愼一 
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(2023～2024 年度) 

第 4回アラート全体会議および 

第 1 回能登半島地震支援対策本部会議【WEB】議案要録 

◎日時：2024 年 1 月 22日(月) 14:00～16:30

◎システム：ZOOMシステム

◎出席者：

一般社団法人日本ライオンズ 

理事長  田名部 智之 (八戸 LC) 

専務理事  増澤 義治 (諏訪湖 LC) 

アラート委員会委員長 池原 堅   (福山久松 LC） 

アラート委員会副委員長 新里 正雄 (沖縄 LC) 

オブザーバー

334ーD地区ガバナー 小出 進   (金沢兼六 LC) 

ライオン誌日本語版委員会編集長 団 英男   (神戸みなと LC) 

日本ライオンズアラートチーム 

統括リーダー  佐々木 健太 (大阪若獅子 LC) 

東日本統括リーダー  木村 知紀 (青森 ZERO LC） 

西日本統括リーダー  藤井 信英 (岡山みらい LC) 

アラート委員

MD330 委員 増田 正明 (東京田無 LC) 

MD331 委員  浅野 敬一 (北見中央 LC) 

MD332 委員  木田川 明弘 (仙台高砂 LC) 

MD333 委員  中田 泰範 (新潟東 LC） 

MD334 委員  堀岡 昭夫   (金沢東 LC) 

MD335 アラートアドバイザー  平田 佳之 (大阪狭山 LC） 

MD336 委員  西尾 愼一   (鳥取 LC) 

MD337 委員  高野 裕子 (熊本平成 LC） 

委員長補佐･MD333 アラート班長 若林 純也 (水戸葵 LC) 

アラート班長

MD330 班長  高橋 長正 (東京レスキューLC） 

MD332 班長  山下 里美 (山形アルカディア LC) 

MD335 班長  中尾 斉     (摂津 LC) 

MD336 班長  畑中 隆之   （岡山みらい LC） 

MD337 班長  石永 扶佐夫 （武雄 LC） 
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司会進行：佐々木統括リーダー 

・出席者の確認

・議事録作成人の指名

西日本統括リーダー藤井信英・MD336 班長畑中隆之が指名された。

・前回議事録の確認

全体会議としては一回目である、委員会議事録は先日送付の資料を確認願いたい。

・開会挨拶

池原アラート委員会委員長より開会の挨拶。

・一般社団法人日本ライオンズ理事長ご挨拶

田名部理事長よりご挨拶。

・議案：

① 全国アラートフォーラム(岡山)開催直前情報

・藤井西日本統括リーダー

資料 Aの次第、懇親会、フォーラム内容について説明。

② 令和 6 年能登半島地震について

・佐々木統括リーダー

資料 B の能登半島地震被災地支援の関する書面の確認。

・小出 334-D地区ガバナー

能登半島地震発生から現在の状況を報告。

・団ライオン誌編集長

ライオン誌、WEB マガジンへ掲載する能登半島地震被災地現状、支援活動などの

情報提供を被災地地区より寄せて頂きたい旨のお願い。 

・小出 334-D地区ガバナー

被災地区ライオンの安否確認、動向、活動状況の報告。

・被災地支援活動報告

山下 MD332 班長、若林委員長補佐、木村東日本統括リーダーより報告。

・池原委員長

今後の支援を行う時期や内容、支援金に関する考えを小出 334 ｰD 地区ガバナーに

尋ねた。

・小出 334-D地区ガバナー

334-D 地区災害対策本部で計画調整を進めている。

被災地避難所への支援活動は堀岡 MD334 委員長を中心として進めている。 

今後現地入りするボランティア活動は事前に連絡があると調整しやすい。 

アラート委員会での統制を行ってもらうとありがたい。

全国から支援金送付先の問合せに応じて 334-D地区支援金口座を開設した。 
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募金活動、クラブからの資金等を送金頂ければありがたい。 

多額の支援金は能登復興支援に活用して行きたい。今後のご協力をお願いしたい。 

現状の情報提供は 334-Dホームページより発信する。 

・池原委員長

被災地区ガバナー、担当委員、班長との連絡を密にして適確な情報提供を日本ライオ

ンズに頂きたい、それを受けてアラート委員会は早急に会議を開催している。

全体として結束をしてアラートを前に進めて行きたい。情報を共有して対策を一日 

も早く復旧復興に向けて進むことが大事である。色々な面で必要な物があるが欠け 

る事なく進めていけるアラート委員会にして頂きたい。 

・田名部理事長

日本ライオンズとアラート委員会が被災地区ガバナー、MD 委員長の要望のもとに

情報を集めてしっかりと正しく進めていく事を条件に行ってほしい。

アラート委員会組織の指示命令系統の中で困っている皆さんへの支援には佐々木統

括リーダーを中心として具体的に日時、内容、人数を確認し全国のアラートメンバー 

を動かして頂きたい。具体的日時、ニーズが分かれば日本ライオンズとしても動いて 

いけるのではないか。 

・佐々木統括リーダー

334-D地区の発災からの動きを説明。

CtoC、クラブ合同での支援活動をスプレッドシートを活用し情報共有を行いたい。 

能登半島地震支援について各委員に意見を求めた。 

それをうけ各委員より、お見舞いと現在の支援活動について発言があった。 

③ アラート委員会組織・運営規約改定について

④ 台風 19号剰余金の活用について

・佐々木統括リーダー

・資料 C（組織図・緊急アラート災害支援運営規則）について説明。

・運営規約第 26 条から 28 条までのアラート委員会運営規約改定

について第 26 条に記載のある、台風１９号支援金余剰金について、会計上は預り

金約 680 万があり、アラート支援基金  (仮名)と変更して今後の災害支援に使

える資金とするよう変更したい。

・池原委員長

・資料 C組織図について補足説明。

・第 26 条余剰金について補足説明。

・佐々木統括リーダー

・異議､意見等求めたところ挙手がないため､本件は可決承認された。

・名目については執行理事会に一任する。

・増澤専務理事
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・名称により使用が変わる、支援金と基金では違いがある、緊急で使用できる

資金として理解をもとめ緊急時に正しく使えるような方向性をもった名称に

協議する。

⑤ アラート研修会開催について

・佐々木統括リーダー

グループ LINEで東西統括リーダーより案内をする。

・閉会挨拶

新里アラート委員会副委員長より閉会の挨拶。

以上 

議事録作成 西日本統括リーダー 藤井 信英 

MD３３６班長 畑中 隆之 
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MD336青少年・ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会議事録
2024年 2月 21日 (水)12:30～ 14130 VヽEB開催

出席者 別紙参照
議事進行 :沖一雄 副委員長
1.開会挨拶

春木委員長の挨拶から始まった。

三日 巌担当ガバナーよりご助言をいただきながら複合地区内で、ライオンズクエス トに
ついての説明と普及活動のお願いを継続しております。少しずつですが、新しく取 り種壼ク

ラブも出始め、ライオンズクエストに関心を寄せて頂 くようになり、大変うれしく思ってお

ります。336複合地区で多くのライオンズクエストの灯 りが灯 り、子ども達に届 く事を切
に願っております。本日は青少年育成支援フォーラム馬渕事務局長にご出席いただきまし

てライオンズクエスト・LCIF交付金についてご講演をいただきます。今後の活動に活かせ
ていただきたいと思います。

議事録作成人 沖一雄 副委員長を指名

2.講師紹介 特定非営利活動法人 青少年育成支援フオーラム事務局長 馬渕 英晃 様

3.ラ イオンズクエスト普及活動及び交付金状況報告 準地区  4委 員長

○吉村 政男 336-A地 区 青少年・LCIF。 ライオンズクエス ト委員会委員長
コロナ禍の影響があり、 2021年 LCIFの 交付金 158万 2千円があり、今年度まで
持ち越して事業を行っています。 2021年 ～ 2022年  2022年 ～ 2023年 まで
1件 しか事業が出来ていませんでした。

2023年 ～ 2024年 は、鳴門 LC・ 土佐 LC・ 高知 LCで教員向けのライオンズクエス
トワークショツプを実施。6R7R合 同で、ライオンズメンバー向けのライオンズクエスト
体験セミナーを実施。来期は、4件のライオンズクエストワークショツプを予定。ライオン
ズメンバー向けと、教員向けのライオンズクエスト体験セミナーを 2件予定。LCIFに 、
来期 1万 1,300ド ルの交付金の申請をしている。
高松東 LCが ライオンズメンバー向けの 1日 ワークショップを実施するなど、ライオンズ
クエストに積極的に取 り組んでおり、今後活動が広がりつつあります。これからもライオン

ズメンバーに、ライオンズクェストの理解を深めて頂きたい。

〇小沢 恭介 336… B地区 青少年・ライオンズクエスト委員会委員長
10月 の第一回複合地区委員会報告から、進展がない。次年度に繋げて行ける動きだけは
したいと思っている。今、何が決まっている、と言う報告は出来ない。

(会場を押さえて頂ければ、複合地区委員会でも、お手伝いいたします。岡山・鳥取両県で
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のライオンズメンバー向けのライオンズクエストワークショツプの開催は難しくないの

でぜひ実施して頂きたい、との発言が複数ありました)

原 高宏 336-C地 区 青少年 クエスト・薬物乱用防止)レ オ委員会委員

2023年 に、7/25・ 26福山市で、私立 3校のライオンズクエストワークショップ開催。
9/20福山市市民参画センターで21名のライオンズメンバーが参加して、ライオンズクエ
ストワークショツプが開催されました。9/21広島市南区民センターで22名 のライオンズ
メンバーが参加して、ライオンズクエストワークショップが開催されました。

次年度、2024年 7/25。 26福山市で、私立 3校のライオンズクエストワークショップ開
催。公立校では、安佐北区の小学校でライオンズクエストワークショツプの開催が決定。

広島市の牛田小 。中学校。字品小学校でも開催に向けて活動中。受けるクラブ、Z`Rを
探している。コロナ禍の影響で、ワークショップ開催が止まっている、廿日市市・呉市 。

三原市・世羅町などへのワークショツプ再開の働きかけを地区委員会にお願いする。

コロナ禍明けでライオンズクエストワークショツプの開催が増えて来ます。

資金が足らなくなるので。LCIFの 交付金の増額を図る必要がある。(三口担当ガバナー)

○坂根 良- 336-D地区 青少年健全育成委員会委員長

D地区では、教員向けのライオンズクエストワークショップは、 7～ 8年やっていない。
まず、ライオンズメンバー向けのライオンズクエストワークショップを2024年 6月
15日 山口市で、6月 16日 に大田市で開催する事が決定。両会場各 40名 のライオンズメ
ンバーで実施予定です。

LCIFの 交付金申請に向けて、山崎もとみD地区ガバナーの指導のもと、対象の学校の
リストアップを行い、島根県は終了。山口県も、1つのRご と2校のリストアップをお願い

している。

4.青少年育成支援フォーラム事務局長 馬渕 様 講演

①ライフスキルとは  ②ライオンズクエストプログラムの基本要素
③ライオンズクエスト普及活動の内容 ④全国のワークショツプ開催状況
⑤ライオンズクエスト普及活動の関係組織 (LCIF・ ライオンズ・JlYD)
⑥LCIF交付金について  ⑦ライオンズクエスト普及活動の歴史  ③その他
詳細は 資料を参照

5.質疑応答

F=:

〕て
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6。まとめ  336複 合地区青少年・ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会
三日 巌担当地区ガバナー

A地区 コロナ禍前に戻 りつつあるのかな、と思っています。
ただ、交付金 5万 ドルには、ほど遠い印象。12ワ ークショップの開催が出来るはずです。
12ワ ークショップに近づける様にして頂きたい。引き続き、ライオンズクエストの普及活

動に取 り組んで頂きたい。

B地区 今の所、全く動きがない。小沢地区委員長を中心に、ぜひとも今年度中に、ライオ
ンズメンバー向けのライオンズクエストワークショップを岡山 。鳥取で開催して頂きたい。

ライオンズメンバーが、ライオンズクエストの事を知って頂かないと、普及活動が出来ませ

ん。ホテルなど、使わなくて、会場費が安い公民館などを押えて頂ければ、複合地区委員会・

青少年育成支援フォーラムでもお手伝いさせて頂きます。簡単にできますし、まだ間に合い

ますので、今年度中の開催を実現して下さい。今年度何も無かった、では、何の為に委員会

が存在したのか分かりません。ぜひ、実施をお願いしたい。

C地区 まだ、コロナ禍前に戻っていませんが、学校の先生方も、やってみようかな、と言
う気運が高まつている。C地区も、コロナ禍前の 12ワ ークショップ出来るように頑張って

頂きたい。

D地区 以前平田ライオンズなどで、活溌にライオンズクエストワークショップがされて
いたと思います。山口県・島根県で、ライオンズメンバー向けワークショップが開催されま

す。地道に、活動を進めて頂ければと思います。

ライフスキルを身につけると、人生 100年時代。 70歳・ 80歳になっても生きている
限り、子ども達に身についているものですから、ライフスキル教育 (ラ イオンズクエスト)

をやる地域と、やらない地域で、地域格差が生まれる。地域格差が生まれない為にも自分達

の地域の子ども達の為に、ライオンズクエスト普及活動に取 り組んで頂きたい。

LCIFの 交付金
寄付をするだけではなく、 LCIFの 交付金を活用して頂きたい。
1地区で、 5万 ドル。A地区とB地区が共同で申請すれば、15万 ドル。
C地区とD地区で申請すれば、15万 ドル。 336複合地区で、30万 ドル.
2年間で4,500万 円の活動資金を活用して、ライオンズクエストワークショップを実施
する事が出来ます。 336複合地区で、資金を活用して活動して頂きたい。
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春木委員長から一般社団法人日本ライオンズから「クエスト委員会、薬物乱用防止委員会」

宛にアンケートがあった件について「合同委員会か、個別委員会か、又、委員会の名称につ

いて現状把握のためのアンケート」各準地区の委員長に委員会の名称を確認した。

A地区 :青少年・LCIF・ ライオンズクエスト委員会
B地区 :青少年ライオンズクエスト委員会

C地区 :青少年健全育成 (ク エスト・薬物乱用防止)レオ委員会
D地区 :青少年健全育成委員会
ライオンズクエストや薬物乱用防止の名称が入っていない委員会でも中身はライオンズク

エストや薬物乱用防止活動を行っている。

その回答に対して、三日担当ガバナーから、委員会名にライオンズクエスト・薬物乱用防止

の名前を入れて、活動が分かる様にして頂きたいとの要望があった。

7.閉会挨拶

ライオンズクラブ国際協会 336複合地区ガバナー協議会 澤 辰水 議長

本日はお疲れ様でした。青少年育成支援フォーラム 馬渕事務局長ありがとうございまし
た。私は、日本ライオンズのライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会の副委員長をしてい

ます。薬物乱用防止の認定講師証は持っていますが、ライオンズクエストについては、ガバ

ナーの時、コロナ禍で、あまり詳しくはなかったので、今日は、ありがとうございました。

ライオンズクエストについても、出来る限りお手伝いをしたいとの挨拶がありました。

次回開催は 4月 は行事が多いので 5月連体明けを予定。

議事録署名人 :MD336青少年・ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会
委員長 春木扶佐子

承認年月日 :2024年 3月 1日

嘲
キ  キタ ノ″ 貿
ノ.ト イチ＼_」 /後 J~

56-報告事項-



ライオンズクエスト プログラム

本日の内容
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ライフスキルとは

LQの目指す「コア能力」と「前向きの価値」目指す「ココココココア能力」と「前向きの価値」
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LQプログラムの基本要素

LQ普及活動の内容
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全国のワークショップ開催状況
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LQ普及活動の関係団体

LCIFライオンズクエスト交付金
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LQの歴史

LQの歴史（国内の対象・教育現場の広がり）
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かめのり未来をつくるリーダーシッププロジェクト
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ライオンズクエスト
単元５-リーダーシップと奉仕学習
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LQでリーダーシップ研修をやってみませんか？

居場所ライフスキル教育サポートプログラム
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LQのホームページとオンラインブックストアも
ぜひご覧ください！
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第４回日本ライオンズ YCE 委員会WEB 議事録 

◎日時：2024 年 1 月 16日（火）13：30-16：00

◎開催方法：WEB（於：ZOOMシステム）

◎出席者：

一般社団法人日本ライオンズ 

理事長 田名部 智之 (八戸 LC) 

専務理事 増澤 義治 (諏訪湖 LC) 

YCE 委員会 

委員長  𠮷村 弘吉 (和歌山 LC) 

副委員長 田中  雄一 (狭山 LC) 

各複合地区 YCE委員 

MD330 ベイリー 久美子 (加須 LC） 

MD331 鈴木 善一 (千歳 LC) 

MD332 菊池  徳男 (北上国見 LC) 

MD333 藤川 清幸 (前橋中央 LC) 

MD334 石本 雅之 (鯖江 LC)  

MD335 正岡 章 (吹田江坂 LC) 

MD336 蔵本 守雄 (高松源平 LC) 【欠席】

MD336YCE 委員会世話人 三島 英揮 (福山東 LC)  【代理出席】

MD337 岡秀昭 (大川 LC) 

① 吉村委員長より開会宣言と挨拶。

② 日本ライオンズ田名部理事長より挨拶。

③ 出席者の確認：出席者名簿を確認、MD336 は三島 L.が代理出席。

④ 議事録作成人指名：MD333 藤川委員長を指名

⑤ 前回議事録の確認

吉村委員長より前回の会議は主に情報共有であった旨説明がなされた。

⑥議題：確認事項及び協議事項

1.各 MDより冬期交換事業の報告

  MD330：派遣について MD335 にお世話になり感謝している。マレーシアからのホス

ト家庭等の情報が直前まで混乱していたため、父兄より心配の声があった。現

地空港でホスト家庭が迎えに来ず、直接親へ連絡してしまうなどトラブルも

あったが帰国した子供たちからは楽しかったと報告があり全体的には再開後

としては良い結果と思う。 

  MD331：交換なし 

  MD332：交換なし 
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  MD333：派遣ではマレーシアについて MD335 にお世話になり感謝。派遣、受け入れ

共に各準地区委員長や役員の方が送迎していただいたことに感謝している。

受け入れについて、シンガポール 2 名、メキシコ 3 名。ウェルカムレセプシ

ョンでは５名の YE 生に対して議長はじめガバナーなど４０名ほどライオン

が参加して盛大に行われた。 

  MD334：派遣生の荷物紛失などトラブルがあり心配される父兄との連絡に労力を費や

した。また、コロナに感染した YE生もいた。不慣れなこともあり事務方とと

もにかなりの時間を費やした。ドイツへは派遣は４名行ったが来日 4 名は中

止となった。受け入れに関してはイタリアのみ 6名来日しキャンプも行った。

関係者に感謝している。 

  MD335：E チケットの種類の勘違いによる小さなトラブルがあった。ニュージーラン

ドは 4 名（うち MD335 から 2 名）現地で川に入るイベントがあったようだ

が日本の派遣生は怖がって川に入らなかったとのこと。危険な行為はしては

いけないと日本で言われていると話していると現地キャンプより連絡があっ

た。 

受け入れはマレーシア 11 名。2 泊 3 日のキャンプを実施。雪不足のため急遽

内容変更。南国の子供たちは雪があると喜ぶので今後場所の変更も検討して

いる。B 地区の今村委員長よりレポートあり。別途資料。 

  MD336：交換なし 

  MD337：シンガポールに絞って 9 名の派遣。1 名がコロナに感染したため 3 日遅れで

参加。派遣生のうち 2 名が現地でコロナ感染してしまったが無事年明けに帰

国。来日はシンガポール 3 名。後半は 330・333 へ移動した。 

吉村委員長より：全体的にまずまずの結果と思う。初めての体験で派遣生の父兄が心配す

るため情報提供はスピーディーに正確に行うことが重要と思われる。反省を

基に改善していきましょう。 

2.春・夏期交換について 

・春の実施は MD330 のみ。派遣についてはタイへ 3名、グアムへ 4 名。3/26-4/５予定。

来日についてはタイから 10 名、グアムから２名程度を予定している。3/23 から 2 又

は 5日。 

・夏の実施

MD331：派遣は現在集計中であり 1月中締め切り予定、受け入れはスイス 2名、ス

ペイン 2名。フィンランドは 10 名予定だが現地より返事がない。 

MD332：春のタイ派遣を MD330 に 1 名お願いしている。夏は派遣・受け入れとも

ノルウェー、テキサスと調整中。
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MD333：派遣はリトアニア 1 名、メキシコ 2 名、チェコスロバキア 2 名、ブラジル

1 名、ポーランド 1名、スロベニア 1 名。受入はリトアニア 1 名、メキシコ

2 名、チェコスロバキア 2 名、ポーランド 1名、スロベニア 1 名、インドネ

シア 1 名、スイスとブラジル調整中。どちらも現在 8 名程度を調整中であ

る。夏のキャンプは最大 10名程度を見込み検討中である。 

MD334：現在 2８名派遣希望。イタリア 7名、ドイツ 7 名、ベルギー4名、エストニ

ア2名。マレーシア希望の10名前後はMD335と、スイス希望1名はMD331

と調整が必要。来日はイタリア 7名、ドイツ 7 名、ベルギー4名、エストニ

ア 2名、マレーシア調整中。

MD335：派遣・受け入れとも 40 名程度を予定。派遣について、マレーシアは 25 名、

東マレーシアには別枠がある。ニュージーランド 4 名、ミシガン 2 名、ア

ルバータ 2 名、リトアニア 1 名、ルーマニア 2 名、インド 1 名、オースト

ラリア若干名を予定しており、現在 30 名程度を予定。1/15 に締め切りし

た。他の複合からの派遣希望にも対応していきたいと思うので、声掛けして

いただければ検討する。336 へマレーシアからの来日生受け入れの提案あり。 

MD336：今期の夏は派遣・来日とも中止予定。再来期以降再開を目指したい。 

MD337：派遣はシンガポール 12名を予定している。東マレーシアとシンガポールが

同じ複合だったこともあり、東マレーシアへ 4名希望あり。MD4 に 1 名希望あり。 

・MD330 より、アメリカの日程が 6 月 13 日からになると連絡があった旨報告。

・MD335 キャンプ日程予定について、資料を元に説明あり。準地区ごとに行ってい

たが今後は複合で行う予定。 

  正岡委員長より：キャンプについては国際協会の HPに掲載される。参加者は情報の正

確さやスピードを考えると、窓口制でなく直接のやり取りをした方がよ

いと思う。フィンランドから直接来日・キャンプ参加 1.2 名の希望連絡あ

り、鈴木委員長にキャンプ希望の来日生について直接やり取りの可否に

ついて確認。 

鈴木委員長より：直接やっていただいたほうがいいというのが率直な意見。 

担当窓口のフィンランドについて窓口の変更を提案したい。南国の YE生

は北海道の雪に感動すると思う。正岡委員長よりマレーシアより数人受

け入れていただいてもいいのではと提案あり。 

𠮷村委員長：  キャンプについては直接やりとりするしかないと思うが、通信国・窓口と

の連絡は密にしておいてほしい。 

MD331 窓口について、一度協議し、実情に沿った通信窓口の見直しを行い

たい。 

3.その他

・共通ユニフォームについて

69-報告事項-



日本ライオンズ発行＜2023-24-Y-M4＞ 

藤川委員長より進捗の報告あり。フジマキネクタイより 7000 円を下回る見積もりを

頂いている。各複合の必要枚数を集計してフジマキネクタイに作成依頼をする。 

吉村委員長より各複合の予定枚数を聞き取り。 

330 331 332 333 334 335 336 337 計 

30 20 24 50 60 60 希望

なし 

60 304 

現状で 304枚、この枚数だと 6800 から 6900 円ほどになると藤川委員長より回答。

集計表を事務局より各複合に送付する。MD330 より、春の派遣に間に合うかとの問

いがあった。フジマキに確認したところ対応できるとのこと。3/26 までに 10枚程度

を先行作成する。 

吉村委員長より、派遣生の手引きにユニフォームのイラストがある。イラストはフジ

マキネクタイへ依頼するが、ベストの下のスタイル等、改定しなければならない部分

がと思うが、皆さんの意見を聴きたい。 

   ・例会などのフォーマルな場とアクティビティなどへの参加時、空港でのユニフォー

ムの必要性など意見が求められた。

   ・海外の例会は日本とは違ってラフな服装が多い。ポロシャツでも襟があればセミフ

ォーマルになる。学校の制服または襟付きのシャツの上にベストを羽織る程度で

いいのではないか。 

アクティビティの場合はカジュアルな服装にベストが良いと思う。

・派遣先の空港ではベストを羽織ることで日本の YE生と目印になると思う。

・ユニフォーム着用について、着用する場面の記載など、YE 生の手引きの見直しを

各複合で行ってはどうか。 

・髪の色、ピアス、タトゥーなどを含めて、門戸を狭めないような配慮も今は必要か

もしれない。「清潔感のある身なり」のような表現ではどうか。

・従来頒布していたネクタイ・リボン・ワッペンについて、着用は強制しないこと

としたい。 

・現在のルールが厳しすぎるとの意見が出、改定のためもう一度実務者会議を行っ

てもよいのではと意見が出る。 

・各委員よりマニュアル改善が必要であるという意見が出、ユニフォームについて

もなるべく現代にあった改定を行いたいという意見。案としてフォーマルな場で

は襟付きの服装、アクティビティではベスト着用など最低限の規定にし、他は YCE

生の判断に任せるのもよいのでは。 

→YE 生の手引き（マニュアル）の改定を各複合で検討いただいた上、次回委員会にて
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話し合うことを申し合わせた。 

・共通アプリケーションフォームについて

  吉村委員長より、前回会議を元に作成した共通フォームについて説明。青の網掛け部分

はヨーロッパの個人情報保護に関する記載である旨の説明があった。その後、各 MD 委員

長に意見を聴き、全体的によくできていると思われるため、これを統一フォームとして申し

合わせした。各 MD で準地区に伝えていただきたい。共通フォームは事務局よりエクセル

データで各複合に送る。記載する言語について質問があり、来日生については相手国へは英

語版での提出が必要であると回答。英語での記載については現在日本語での記載を地区委

員が修正している複合などもあり、派遣生に英語での記載をお願いするのもいいのではな

どの案があり。 

  受入れのフォームについても問いがあったが、現状は各国別のフォームで送られてく

る旨の報告があり。各国の意向もあると思われるので現状通りとすることを申し合わせた。 

・次回委員会について

3月 13日（水）13：30～16：00 

  WEB での開催を申し合わせた。 

  𠮷村委員長より次回までに服装を含むマニュアル見直しと、複合間での人数調整に

ついてお願いしたいと要望あり。 

⑦ 閉会の挨拶

・増澤専務理事より閉会あいさつ。

以上 

議事録作成： 

MD333 YCE 委員長 藤川清幸 
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第 4回 336 複合地区 YCE・国際関係・レオ・平和ポスター委員会議事録 

 
議事録作成人：複合地区 YCE 委員会世話人 三島 英揮 
開催日時：2024 年 2月 24 日(土)18：00～19：00 
開催場所：土佐鮨処 康（やす）弐号店 高知市追手筋 1-4-8 中央ビル 1F北 
出 欠                                 ※敬称略 
議長 澤 辰水 欠 
世話人 三島 英揮 ○ 
委員長 蔵本 守雄 ○ 
副委員長 大和 博見 ○ 
A 地区委員長   馬場 信一 ○ 
B 地区委員長   小銭 和明 ○ 
C 地区委員長  鈴木 啓介 ○ 
D 地区委員長   林 昴史 欠 

 
開会挨拶 三島 
12 月の委員会では残念ながら次期の派遣、受け入れもしないということになりましたが懇
親会で盛り上がり場所を変えてまた集まろうということになりました。こうして高知で開
催されることを嬉しく思います。1 月行われた全国のＹＣＥ委員会に蔵元委員長の代理で出
席致しました。他の地区ではこの冬から既に派遣、受け入れ共行っており、ＭＤ３３６の出
遅れを実感しました。このままではＭＤ３３６は取り残されてしまうので、来々期に向けて
今日のこの委員会で有意義は話し合いがされることを期待しております。 
 
各地区からの現状報告 
 
A：受け入れ、派遣ともなし 
B：受け入れ、派遣ともなし 
C：受け入れ、派遣ともなし 
D：次期の委員長のクラブが周年なので、その記念行事で何名か派遣をしたいとの問い合わ

せがあるがどうしたものかと質問が出る。 
 
それに対して蔵本委員長より、クラブ独自でされるのであれば問題なしと。それに対して複
合としては何もしないのかという質問に対して今期は予算取りもなにもしていないので動
きようがないとのこと。 
独自でするといってもＭＤ事務局のお手伝いがいるわけでこんな状態で高杉さんにお願い
してもしてくれるわけがないということに。 
 
これまで何度も出た話が続く。 
 
Ｃ地区鈴木委員長より、ＹＣＥの活動が素晴らしいのは理解できるが行事をこなすことが
目的になり会員のなかには負担としか思っていない人も結構いると思います。受け入れは
押し付け合いになっているゾーンもあります。 
 
三島世話人より このまま期が変われば委員長以下が変わりこの繰り返しになりいつまで
たってもＭＤ３３６ではＹＣＥの活動は再開されないおそれがあります。そうならないた
めにも今期中に次期議長、次期ガバナー、次期委員長を交えて今後の進め方を話し合う必要
があるという意見が出る。極力リアルで行いたいが予算の関係もあるのでハイブリットも
しかたない。 
 
蔵本委員長より、ある程度雛形が必要ではないかという意見が出る。それをもとに第５回を
行うということに。時期としては３月２３日に全国の会議があるので４月頭がいいのでは
ないか。 
 

 
議事録署名人： 
336 複合地区 YCE委員会委員長 蔵本 守雄 
承認年月日 ：2024 年 2月 27 日 
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中四国ブロックにおけるライオンズクラブ  

 献血推進の基本方針（2023年度～2024年度） 

 

１．400ｍL献血及び成分献血を中心に、前回以上の献血協力者の確保を目指し

て推進活動を行う。 

  

２．ライオンズクラブ会員所属の企業・団体等からの協力を一層推進し、呼び

かけや紹介による献血者を前年度より増加させるよう、積極的な推進活動を

行う。 

 

３．将来に向けた献血基盤の確立に向け、若年層（特に 10代～30代）の献血者

確保及び啓発活動の推進を行う。 

 

４．待機時の密集による感染症の拡大防止及び事前問診による受付等の待ち時

間緩和の観点から、ラブラッド（献血者専用サイト）への登録及び事前予約

について関係協力団体を含めて協力を得られるよう推進活動を行う。 

 

５．感染症拡大など不測の事態による献血者減少時に協力を得られるよう、平

素から献血状況の報告など連携を密にし、安定した献血者確保を目指した推

進を行う。 

 

６．上記のことを推進するために、各県のライオンズクラブと連携を強化する。 
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2023-24年度ライオン誌日本語版委員会 
第7回会議  報告書

日　時：2024年2月7日（水）14:00～16:00 
場　所：一般社団法人日本ライオンズ ウェブ会議システム・Zoom

出席者： 国際理事 鶴嶋 浩二（北海道･札幌中島ライオンズクラ
ブ　） 

国際理事 城阪 勝喜（大阪港ライオンズクラ
ブ　） 

委員長 藤谷 文雄（332複合地区／秋田県･大曲ライオンズクラ
ブ　） 

編集長 団　 英男（335複合地区／兵庫県･神戸みなとライオンズクラ
ブ　）

委員 田中 　明（330複合地区／埼玉県･和光ライオンズクラ
ブ　）

委員 馬場 哲也（331複合地区／北海道･函館東ライオンズクラ
ブ　） 

委員 増澤 義治（334複合地区／長野県･諏訪湖ライオンズクラ
ブ　） 

一般社団法人専務理事／PRマーケティング委員長／事務長 

委員 上田 隆政（336複合地区／広島県･三原ライオンズクラ
ブ　）

ITアドバイザー 荘 　英隆（東京恵比寿ライオンズクラ
ブ　）

欠席者： 国際理事 濱野 雅司（埼玉県･岩槻ライオンズクラ
ブ　） 

委員 三枝 久夫（333複合地区／栃木県･佐野西ライオンズクラ
ブ　）

委員 渕野二三世（337複合地区／大分ライオンズクラ
ブ　） 

一般社団法人理事長        田名部智之（青森県･八戸ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　一般社団法人常務理事    星野 勝美（群馬県･太田ライオンズクラ
ブ　） 

PRマーケティング副委員長　 

◉ 

　藤谷委員長による開会あいさつがあり、その中で「1月25日発行の印刷版冬号の掲載原
稿についてさまざまな意見が寄せられており、今後熟慮していく必要がある」として、
委員の協力を求めた。続いて鶴嶋、城阪両国際理事からあいさつがあり、委員長が言及
した原稿について次の趣旨の発言があった。 

鶴嶋国際理事：国際協会から補助金を受けて活動の普及を図るべきライオン誌に、個人
の意見とはいえ協会を揶揄するような原稿が掲載されたことに大きな問題がある。こ
れまで、国際理事はライオン誌の発行に対する責任はあるものの、編集に口をはさむ
ことはないと言ってきたが、どうしてこのような投稿が掲載されたのか、今日の審議
の中でこの原稿が掲載された経緯の説明を聞きたい。委員会でよく議論して同じ轍を
踏まないようにしてほしい。 

2023-24-L-M

城阪国際理事：会員を意欲付け、より良い方向へ向かうようにすることがライオン誌の
役目である。国際理事は必要な時に注意を促すガードレールのような立場であり、編
集内容に関してはライオン誌委員で十分に検討して良いライオン誌を作ってほしい。
どのような考え方でこの原稿を掲載したのか説明してもらい、この先は同じようなこ
とが起こらないようにしていかなければならない。 

　　あいさつの後、出席者を確認し、藤谷委員長と団編集長の進行で議事に入った。 

【議事】 
1. ライオン誌日本語版の運営

●2023年7～12月ライオン誌関係会計報告
社団の2023-24年度正味財産増減計算書を資料とし、ライオン誌関連科目

を確認した。収入の部では12月に上半期の国際協会翻訳料30,000円（予算執
行率25.0%）が入金された他、1月入金の上半期国際協会補助金11,519,062円
（同53.1%）を未収入金として計上。支出の部では、12月は印刷版ライオン
誌の発行はなかったため直接出版費は前月からほぼ変動はなく16,487,089円
（同51.8%）だった。毎月発行のデジタル版関連費は6回発行完了時点で
2,862,669円（同41.1%）だった。予算に沿って運営されていることを確認し
た。 
●国際本部からの翻訳料及び補助金
国際本部から12月に入金された翻訳料と、1月に入金された補助金の送金

通知書を確認した。 
●2024-25年度ライオン誌事業計画案
委員会として次年度予算案を作成するため、ライオン誌の事業計画を検

討した。発行回数は今年度と変わらず、印刷版年4回とすることを決定。予
算案に事務費を含めるべきかを社団の専務理事である増澤委員に確認した
ところ、事務費は含めずにライオン誌の編集・印刷の費用のみの予算案作
成を求められた。印刷・編集・発送の外注費の3社見積もりを取った上、4
月委員会で予算案をまとめて社団へ提出する。 

2. ウェブマガジン編集関係
●2024年2月号（2月1日公開）出来
公開済みの2月号の出来を確認した。1月末に掲載を開始した「特集・能登半
島地震」で被災地支援に取り組むクラブから寄せられた情報を掲載。また団編
集長から、2月2～3日に石川県に入り輪島市門前町、能登町で支援活動の取材を
行ったことが報告された。団編集長の取材リポート記事は委員会後、各委員が
確認した後、掲載する。 
●2024年3～5月号更新予定（案） 
3～5月号の主要コンテンツの内容を確認した。3、4月号の「取材リポート」

を一部変更し、能登半島地震の被災地支援に関する記事を追加。今後の地区及
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びクラブによる支援活動の情報を集め、可能な場合は委員による取材を行う。 
　3月号「日本ライオンズ情報」は全国アラートフォーラムの原稿を池原堅アラ
ート委員長に依頼済み。 
　4月号「国際理事だより」は国際理事3人に原稿を依頼し、春季国際理事会の
終了後、3月中を目処に提出をお願いする。 
●「取材リポート」取材対象候補 
「クラブアンケート」で収集した5～6月に実施予定のアクティビティのリ
ストから、取材候補を協議した。候補に上がった活動の詳細情報の確認と
取材対象の選定は、団編集長に一任する。 

 
3. 印刷版編集関係 

●2024年冬号（1月25日発行／81,100部）出来 
　1月25日発行の冬号の出来を確認した。冒頭あいさつでの両国際理事の求
めを受け、獅子吼欄に投稿原稿「クラブの主権を考える」を掲載した経緯
について団編集長、続いて藤谷委員長から、次の趣旨の説明があった。 

団編集長：編集部に届いた当該の投稿原稿の内容を委員長と編集長で精査
し、文中にかなりきつい言葉があるためそのまま掲載することは出来な
いと判断。投稿者に対し、穏当な表現に書き換えることが出来れば掲載
の可能性がある旨を編集部から連絡した。獅子吼の投稿はウェブマガジ
ンにも掲載しているが、当該原稿については一般の人が閲覧出来るウェ
ブでの公開は控えた方がよいと考え、掲載する場合には印刷版のみにす
ることを委員長と編集長で協議。その後、書き換え済み原稿をライオン
誌委員へ送って確認を求めたところ、掲載に反対する意見はなかった。
理事会方針書 第16章ライオン誌には『会員の意見は、それが必ずしも協
会の立場を表すものでないことを明記することを条件に、手紙又は記事
の形で載せることができる』とある。獅子吼は会員が自由に発言出来る
場とすべきとの判断から掲載することとした。 

藤谷委員長：掲載の経緯は団編集長の説明の通り。前回委員会の前に冬号
記事を送っており、内容については了承を得たものと理解していた。国
際理事への確認が不足していたことについて申し訳なく思っている。 

 
続いて各委員がそれぞれの意見を述べ、以下のような意見があった。 

「言葉の解釈の仕方は人によって異なるため、無難な形を探っていくしか
ない」 
「掲載を拒否すればSNSなど他に波及する危険があり、掲載すればそれに
対する批判もあって、判断が非常に難しい」 
「こうした原稿を全て排除することにも問題があり、高度な判断が必要」 
「今後、どのように掲載を判断するかしっかり考える必要がある」 

　委員が意見を述べた後、両国際理事から次の趣旨の発言があった。 

鶴嶋国際理事：国際協会の補助金と会員の拠出金で発行する機関誌である
ことを鑑みると、掲載内容が国際協会の普及活動になるか、ならないか
を第一に考えるべき。活字が暴力になることもある。個人の意見とはい
え、活字になったことの影響は大きく、この問題が拡散した時の責任の
所在について委員会で考えてもらいたい。 

城阪国際理事：会員の意見は何を載せてもよいというものではなく、ルー
ルがあるべきで、この内容を掲載したことは遺憾。団編集長が触れた理
事会方針書の項の前段には「公式版の編集者は、国際理事会、複合地区
ガバナー協議会、又は地区キャビネットの方針に反する方針を支持して
はならない」とあり、ライオン誌にそぐわない記事は責任を持って外す
べき。どうしても載せるのであれば「国際協会の方針に反するものであ
るが、個人の意見である」という記載を入れる必要がある。 

　出席者の意見交換の後、団編集長から、委員によるしっかりとした議論
とより慎重な判断をもって編集に当たることとし、今回の件については今
後の状況を見ながら対応していきたいと述べた。これに対し鶴嶋国際理事
から、各委員が説明出来るように現時点での委員会としての統一見解を示
してはどうかとの助言があった。助言を受けて藤谷委員長が、団編集長と
共に文書を作成して各委員に送ると応じた。 
●2024年春号（4月25日発行）台割（案） 
　前回検討した台割に「特集①能登半島地震被災地支援」を追加した修正
案を確認した。国際協会配信「ミッション1.5」「国際理事だより：城阪国
際理事」「編集室：団編集長、増澤委員」「特集②：小児がん」。 
 「ミッション1.5」の記事掲載に関して城阪国際理事から、国際協会配信の
記事と共に、日本国内の進捗状況を伝える記事も掲載してはどうかとの提
案があった。日本国内の活動も一緒に掲載出来るよう、2月15日に開催され
るミッション1.5進捗報告会（愛知県名古屋市）の内容を取材するか、担当
リーダーに原稿を依頼するか、いずれかの方法で記事を作成する。 
 

4 主要記事予定 
●2023-24年度主要記事予定 
　今年度の印刷版及びウェブマガジンの主要記事予定を確認した。 
●2024年3～4月取材経費概算 
　3～4月に行う取材の経費概算を確認し承認した。 
 

5. その他 
●ServannA（サバンナ）関係 
　前回委員会の決定を受けて、日本情報サービス合同会社（旧・JPインタ
ーナショナル）から新しい会員種別「特典会員」をサバンナに反映させる
ための見積り（110,000円）を取った。その内容について荘ITアドバイザー
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から説明を受け、機能を追加することを承認した。 
●ライオン誌公式SNS 
　ライオン誌が運用している公式SNSの登録者数のデータを確認した。SNS
登録者を増やすため、ライオン誌のSNS投稿に対して委員が自身のアカウ
ントで反応するよう努める。 

　 
閉会あいさつ　藤谷委員長 
 
 

【次回開催予定】 
        3月 4日（月）14:00～16:00   第8回会議（Zoom） 
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2023-24年度ライオン誌日本語版委員会 
第8回会議  報告書 

 

日　時：2024年3月4日（月）14:00～16:00 
場　所：一般社団法人日本ライオンズ ウェブ会議システム・Zoom 

出席者： 国際理事                            鶴嶋 浩二（北海道･札幌中島ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　国際理事                           濱野 雅司（埼玉県･岩槻ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　国際理事                           城阪 勝喜（大阪港ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員長                               藤谷 文雄（332複合地区／秋田県･大曲ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　編集長                               団　 英男（335複合地区／兵庫県･神戸みなとライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   田中 　明（330複合地区／埼玉県･和光ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　委員                                   三枝 久夫（333複合地区／栃木県･佐野西ライオンズクラ
ブ　）　　　　　　　　

　　　　委員                                   増澤 義治（334複合地区／長野県･諏訪湖ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　   一般社団法人専務理事／PRマーケティング委員長／事務長 
　　　　委員                                   上田 隆政（336複合地区／広島県･三原ライオンズクラ

ブ　） 
　　　　委員                                   渕野二三世（337複合地区／大分ライオンズクラ

ブ　） 

　　　　一般社団法人理事長        田名部智之（青森県･八戸ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　一般社団法人常務理事    星野 勝美（群馬県･太田ライオンズクラ
ブ　） 

　　　　PRマーケティング副委員長　 

　　　　ITアドバイザー                 荘 　英隆（東京恵比寿ライオンズクラ
ブ　）　 

欠席者： 委員                                    馬場 哲也（331複合地区／北海道･函館東ライオンズクラ
ブ　） 

 

◉ 

 
　藤谷委員長から開会あいさつがあり、能登半島地震の被災地におけるライオンズクラ
ブの支援活動は一部ではあるがウェブマガジンに掲載しており、多くの人に読んでほし
いと述べた。また、前回委員会で鶴嶋、城阪両国際理事から指摘を受けた印刷版冬号
「獅子吼」の投稿原稿に関して、これを掲載したことで両国際理事の心証を損なったこ
とを謝罪した上、「ライオン誌編集においては理事会方針書第16章ライオン誌に『公式
版の編集者は、国際理事会、複合地区ガバナー協議会、又は地区キャビネットの方針に
反する方針を支持してはならない』という記載があり、私たちライオン誌日本語版委員
会は理事会方針書に則って編集・発行に努めるべくご協力をお願いしたい。国際理事の
皆様にはこれまで以上に、大所高所からのご指導をお願いしたい」と述べた。 

2023-24-L-M

　続いて各国際理事からあいさつがあり、それぞれ次の趣旨の発言があった。 

　鶴嶋国際理事「今年度は残り3カ月となり、残る期間でやり残すことのないように励
んでほしい」、濱野国際理事「ライオン誌の内容充実だけでなく、多くの人に読んでも
うための施策やアイデアを出し合って読者数を増やしてほしい」、城阪国際理事「藤谷
委員長から獅子吼に関する話があったが、これからはそのように編集をお願いした。今
年度初めに委員長、編集長から預かった質問事項に対する回答が、公式版ライオン誌に
関する権限を持つ国際本部の事務総長、マーケティング部長、法律部長から届き、現在
翻訳を行っている。バンクーバー国際理事会終了後の4月中に次回のライオン誌検討委
員会が開かれるかと思うので、その際に英語原文と日本語訳を提示したい」 

　田名部理事長からのあいさつでは、次の趣旨の発言があった。「前回委員会は欠席し
たが報告書を読み、また藤谷委員長から説明があった『獅子吼』の原稿に関しては国際
理事から意見を伺っている。ライオン誌日本語版委員会は一般社団法人日本ライオンズ
の中の委員会ではあるが、編集については全て委員会に任せており、編集について口を
出すことはこれからもないわけだが、編集方針のルールを外れてしまったことに対して
社団としてどう対処するかという指摘もある。社団の執行理事会と理事会でこの件を審
議し、さまざまな意見が出た。私としては社団として何かを罰するとか責任を取らせる
ということは避けたいが、再発防止のためには明確な措置を取らなければならない。こ
れについてどのように始末をするか、藤谷委員長、団編集長と協議して速やかに手を打
ちたい」 

　あいさつの後、出席者を確認し、藤谷委員長と団編集長の進行で議事に入った。 
 
【議事】 

1. ライオン誌日本語版の運営 
●2023年7月～2024年1月ライオン誌関係会計報告 
　社団の2023-24年度正味財産増減計算書を資料とし、ライオン誌関連科目
を確認した。1月は印刷版ライオン誌が発行され、年間4回中3回の発行が完
了した時点で直接出版費は24,347,765円（予算執行率76.6%）。毎月発行のデ
ジタル版関連費は7回発行完了し3,137,729円（同45.1%）。ライオン誌委員会
の旅費は１月に集合会議が開催されて285,000円（同45.2%）となった。予算
に沿って運営されていることを確認した。 
●2024-25年度ライオン誌事業計画案 
　前回委員会で、次年度予算案を作成するために3社見積を取ることになっ
たのを受け、委員による業者の推薦がないか確認。増澤委員から印刷会社
への打診をしており見積要項書を作成してほしいとの発言があった。印刷
及び発送に関する見積要項書を作成するよう事務局に指示した。 
 

2. ウェブマガジン編集関係 
●2024年3月号（3月1日公開）出来 
　公開済みの3月号の出来を確認した。 
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●2024年4～5月号更新予定（案） 
　4～5月号の主要コンテンツの内容を確認した。5月号「編集室」（印刷版流
用なし）の担当は渕野委員（337複合）の担当とすることを決定した。 
●「取材リポート」取材対象候補 
　前回委員会での協議を踏まえ、4～5月実施予定の奉仕活動の中から団編
集長が挙げた4件を6、7月号の取材候補とすることを決定。うち3件は日程
が確定していないため、掲載号は開催日によって調整する。また、6月実施
予定のアクティビティのリストを検討。取材候補とする奉仕活動は団編集
長に一任する。 

 
3. 印刷版編集関係 

●2024年春号（4月25日発行）台割（案） 
　基本の編成に8ページ増やした44ページの台割案を確認した。「特集①能
登半島地震」「ミッション1.5」（国際協会配信）「国際理事だより：城阪国
際理事」「編集室：団編集長、増澤委員」「特集②：小児がん」。 

 　国際協会から配信された「ミッション1.5」英語版を確認。記事は掲載必
須、表紙は掲載推奨の指定となっている。掲載推奨の表紙を使うかどうか
委員の意見を聞いた上、配信された表紙で編集作業を進めることにした。
また、前回委員会で指定記事と併せて掲載することにした日本国内のミッ
ション1.5進捗状況報告はオセアル調整事務局に手配を依頼済みで、報告原
稿が届き次第、確認することとした。 
 

4 主要記事予定 
●2023-24年度主要記事予定 
　今年度の印刷版及びウェブマガジンの主要記事予定を確認した。 
●2024年4～5月取材経費概算 
　ウェブマガジン6、7月号の取材候補とした奉仕活動4件の経費概算を確認
し、承認した。 
 

5. その他 
●ライオン誌投稿欄（ウェブマガジン・印刷版） 
　前回委員会において、国際理事から印刷版冬号「獅子吼」に国際協会を
批判する内容を含む投稿を掲載したことを問題視する意見が出たことを受
けて、団編集長から2021-22年度ライオン誌日本語版委員会で策定した掲載
ガイドラインに関する説明があった。ガイドラインでは他者への誹謗中傷
や差別に当たるもの、営利目的の宣伝や勧誘に当たるもの、差別的表現な
ど人を不快にさせる表現を含むもの、委員会が掲載に不適と判断したもの
を含む原稿・写真は掲載対象から除外することとしている。団編集長は、
今後このガイドラインに沿って慎重に掲載可否を判断すると述べた。ま

た、印刷版春号からは「獅子吼」欄内に、掲載原稿は個人の意見であり、
国際協会の立場を表すものではないこと、ライオン誌日本語版委員会がそ
の内容を支持するものではないことを明記するとし、記載する文章につい
ては用意出来次第、各委員に確認してもらうとの説明があった。 

　これに関連し、現在「獅子吼」で掲載保留としている投稿原稿1点の掲載
について協議した。団編集長から、原稿には個人の経歴に関する情報が含
まれていることから慎重に判断したいとの説明があり、出席者に意見を求
めた。投稿者の社会貢献活動に関する内容で掲載して問題ないとの意見が
大半だった一方、「掲載により執筆者が傷つくような事態が生じる危惧も
ある」という意見や「個別の内容よりも掲載することが会員の意欲を高め
るものであるかを基準に判断してはどうか」との示唆もあった。これらを
踏まえ、更に情報を確認した上で判断することにした。 
●ウェブマガジンの改修 
　団編集長から、PDF配布に切り替えた「ライオンズクラブ入門」の注文
フォームの削除や、ハッシュタグによる記事収集機能のキーワードなど、
基幹部分で改修が必要な箇所があるとの報告があり、制作を担当した業者
に見積を依頼することとした。 
●ServannA（サバンナ）関係 
　荘ITアドバイザーから、オセアル調整事務局へ問い合わせた懸案事項2件
の経過報告と説明があった。 

　Lion Portal移行に伴うeMMRについては、大きな影響はないとの国際本
部IT部長の回答ではあるが、技術担当者から回答が届くことになってい
る。また、新しい会員種別・特典会員の施行によるライオン誌発送対象の
変更はないことを確認した。 

　サバンナへの特典会員（学生会員、レオライオン、若年成人会員）の項
目追加については、前回承認された見積で発注し近くテストが出来る見込
み。 

　 
閉会あいさつ　藤谷委員長 
 
 
 

【次回開催予定】 
        4月 8日（月）14:00～16:00   第9回会議（Zoom） 
        5月 9日（木）14:00～16:00   第10回会議（Zoom） 
        6月13日（木）14:00～16:30   第11回会議（集合／日本ライオンズ事務所） 
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2023-2024 

一般社団法人 日本ライオンズ 

第５回国際大会委員会(Web) 議事要録 

    

                    作成者：MD334 大山 恭範 

         日時：2024年1月18日(木) 13:30-16:00 

出 席 者 

 国際理事 

 2022-24 国際理事/LCI 大会委員会           鶴嶋  浩二 （札幌中島 LC）       【欠席】 

 2023-25 国際理事                 城阪  勝喜 （大阪港 LC）          【欠席】 

 2023-25 国際理事                 濱野  雅司 （岩槻 LC） 

 一般社団法人日本ライオンズ  

 理事長             田名部智之  (八戸 LC) 

 専務理事 / 国際大会委員会(補)        増澤 義治 (諏訪湖 LC)      【遅れて参加】 

 国際大会委員会 

 委員長             𠮷村 弘吉 (和歌山 LC) 

 副委員長/副理事長             松浦 淳一 (岩見沢はまなす LC)  【欠席】 

 各複合地区国際大会委員 

 MD330                中嶋 文夫 (東京文夫 LC)   【代理出席】 

 MD331               本所 光男 (室蘭東 LC) 

 MD332               村上 孝   (水沢中央 LC) 

 MD333               岡野 良男 (土浦環 LC) 

 MD334               大山 恭範 (一宮 LC) 

 MD335               江草 長史 (和田山 LC) 

 MD336               徳永 修     (尾道 LC) 

 MD337               曽山 純廣 (霧島みらい LC) 

 公認 TC 代表 

 MD335 公認 TC JTB 大阪第二事業部       沼間 章作 

 オブザーバー/各複合地区公認 TC 

 MD333-E 国際大会委員長       車田 一恵 (霞ヶ浦 LC) 

 MD333-E 国際大会副委員長         藤野 将寛 (霞ヶ浦 LC) 

 MD330 公認 TC ウィントラベル 東京営業支店     大西 智久        【欠席】 

 MD331 公認 TC JTB 北海道事業部      中牟田憲一 

 MD332 公認 TC 名鉄観光サービス 盛岡支店     川村 勲         【代理出席】 

 MD333 公認 TC ウィントラベル 代表取締役      加藤 勉 

 MD334 公認 TC JTB 名古屋事業部      丹羽 祐太 

 MD336 公認 TC 近畿日本ツーリスト 広島支店   金子愛梨佳 

 MD33.7 公認 TC JTB 福岡支店       薗田 花奈 
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議   事 

１．開会宣言 

  𠮷村委員長より開会宣言と盛りだくさんの協議内容のため、会議のスムースな進行に協力のお願

いがなされた。 

２．挨  拶 

◇濱野雅司国際理事より以下の挨拶があった。

今年もよろしくお願いします。メルボルン国際大会まであと半年となり３月のバンクーバー理事会で

は最新の情報があると思う。メルボルンでの国際理事会の案内がすでに届いており半年といっても

身近に感じるので参加者に案内しながら多くの方にご参加いただきたい。

また、冬の国際大会であること、現時点では国際理事候補者がいないなど通常の国際大会とは異

なるので、パレード・ジャパンレセプションなど費用の点も含めて皆さんで知恵を出し合っていただいて

すばらしい大会にしてほしい。本日はどうぞよろしくお願いします。

◇田名部智之一般社団法人日本ライオンズ理事長より以下の挨拶があった。

会議冒頭は移動中の参加であったため音声がつながらず議事進行途中の挨拶となりましたことお

詫びいたします。内容は拝聴しておりましたが、今年度は議長とガバナーの連絡を上手くとることを

目指しております。メルボルン国際大会参加について今年度は複合地区単位で動くということを確

認しておりますので、複合地区委員長としてご出席の委員の皆さんには是非とも議長とガバナー、

複合地区と地区の橋渡しをお願いしたい。

３．出席者確認及び進行について 

𠮷村委員長より出席者リストに基づき各複合地区の委員長とオブザーバーで出席の 333-E 地区

大会委員長・副委員長の紹介、各複合地区公認のツアーコーディネーターの紹介があり、ツアーコ

ーディネーターは、MD330TC が欠席、MD332TC は体調不良により上司である川村氏の出席

を確認した。 

４．議事録作成人の指名、および提出締切日の確認 

  大山恭範 MD334 国際大会委員長が指名される。１月３１日までに提出のこと。 

５．第 106 回メルボルン国際大会【2024 年６月 21 日(金)－25 日(火)】 

Ａ．公認 TC 報告 

① 公認 TC リストとして最新版の名簿が配布された・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・A

② ホテル予約室数  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・B

幹事エージェント(株式会社 JTB 大阪支店) 沼間氏より以下の報告があった。

○オセアル調整事務局のご協力の基に日本全体でシングル・ツイン合わせて 560 室を国際協会

に要望し、デポジットも支払い済み。ただし日本として希望していた４つのホテルでは確保しき

れず、他の二つのホテルも追加しての確保となっている。また、現時点ではホテルごとの部屋数

も確認できていない。

部屋数が判明し次第ＴＣ会議を開催、各複合地区のホテル配分を行いたい。

③ ――𠮷村委員長からの補足・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・追加資料１

・１月１８日付けでオセアル調整事務局から日本ライオンズに入った情報では全部で８つ

のホテルに分散して利用することになる。
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・いずれもシャトルバスが利用可能であり、またトラムの駅も近いので、特に専用バスをチャーター

する必要はないと思われる。 

・沼間氏には早急に各複合地区配分を決めるようお願いしたい。できれば MD 単位で振り

分けられたい。(各複合地区委員長と TC とよく相談しておく) 

     ○MD330 は準地区ごとに公認を指定しているので、今回の予約室数に関しても国際協会との間で

混乱が生じた。日本ライオンズ国際大会委員会または MD330 として態勢を整えていただきたい。 

     ――𠮷村委員長から、MD330 中嶋副委員長に今年度のメルボルン大会は複合地区単位でまと

まり動くことを前提としているのでMD330におかれても複合地区指定のウイントラベル(MD333

も指定)を中心にまとめてもらえるよう要請があった。 

④ 各 MD 登録状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・C および追加資料 2 

各複合地区から早期登録者数の報告があり８複合地区合計で 786 名。この数字から日本

全体で 800 名の参加が見込まれる。準地区ごと登録者数および参加予定者数を１月２５

日までに日本ライオンズに報告する。 

 

 Ｂ．パレード・代議員会 

  ① パレード参加体制・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・D 

   参加方法(日本で一本化するのか、MD 毎とするのか)とユニフォーム、参加者対象者について各

複合地区の考えを発表、濱野国際理事、田名部理事長の意見もお聞きしながら検討の結果、

以下の通りとすることとした。 

   ――・日本で一本化して参加する。 

      ・基本的には希望者全員に参加していただくが、複合地区内の参加希望者が多すぎて統

制がとれなくなると判断された場合の対応は各複合地区に委ねる。 

   ② パレード頒布品 

  ――・ユニフォームは防寒着の上からでも着用可能なベストにする。 

     ・交換ピンは２種類のデザインとする。缶バッジも含め検討する。 

     ・ライオンズ公認業者に連絡しコンペとする。 

     ・コンペ実施は、次回会議にて（※2024 年 2 月 21 日(水)） 

  ③ 代議員会開催、取り組み・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・E 

MD331 本所委員、MD332 村上委員からの提案のジャパンレセブン実施要領に基づき代議員

会のみとするのか、レセプションとするかを含めて検討した。 

    ――６月 22 日(土)17:00－18:00、500 人規模のジャパンレセプション(立食)として開催す

ることとして、オセアル調整事務局を通して国際協会に会場の申し込みをする。その結果を

もって次回委員会で改めて内容の検討をする。 

   

 ６．次回、開催日程 

    2024 年 2 月 21 日(水)13:30-16:00 の開催とする。 

    公認 TC 代表 JTB には出席いただくが、ほか MD 公認 TC についても、改めてお声がけ
 するとして念のためご予定空けておいていただければありがたいです 

 

７．閉  会 

※閉会後ウィントラベル加藤氏よりメルボルンに関する情報提供があった。次回詳しく聞くこととした。 

以  上 
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	26 社団第４回YCE委員会議事録20240116
	27 MD336第4回YCE委員会議事録20240224
	28 オセアルからのメールG
	29 平和ポスターコンテストご案内24-25年度G
	30 委員長ガイドG
	31 ライオンズクラブ献血推進の基本方針
	32 令和５年度【上期】LC推進実績G
	33 令和５年度【下期】LC推進実績G
	34 社団第7回ライオン誌委員会報告書20240207G
	35 社団第8回ライオン誌委員会報告書20240304G
	36 社団第5回国際大会委員会議事録20240118


